
(57)【要約】

【目的】制御情報の無駄な伝送を軽減できるようにして

、短いフレーム長のパケットを用いた通信システムのス

ループットを向上し、高速伝送を行えるようにすること

である。

【構成】送信機よりデータと該データの受信処理に必要

な制御情報を含むフレームを送信し、受信機より受信失

敗通知があったとき該受信失敗したフレームを再送する

無線通信システムにおいて、制御情報を新規フレーム送

信時と再送フレーム送信時とで異なる可能性のある第1

の制御情報と、新規フレーム送信時と再送フレーム送信

時とで同一の第2の制御情報とに分類し、制御情報及び

データそれぞれについて受信機が正しく受信したか否か

を示す情報を取得し、制御情報が正しく受信されている

場合には、再送時に第２の制御情報を送信しないように

制御する

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 送 信 機 よ り デ ー タ と 該 デ ー タ の 受 信 処 理 に 必 要 な 制 御 情 報 を 含 む フ レ ー ム を 送 信 し 、 受
信 機 よ り 受 信 失 敗 通 知 が あ っ た と き 該 受 信 失 敗 し た フ レ ー ム を 再 送 す る 無 線 通 信 シ ス テ ム
に お け る 再 送 制 御 方 法 に お い て 、
　 前 記 制 御 情 報 を 、 新 規 フ レ ー ム 送 信 時 と 再 送 フ レ ー ム 送 信 時 と で 異 な る 可 能 性 の あ る 第
1の 制 御 情 報 と 、 新 規 フ レ ー ム 送 信 時 と 再 送 フ レ ー ム 送 信 時 と で 同 一 の 第 2の 制 御 情 報 と に
分 類 し 、
　 制 御 情 報 及 び デ ー タ そ れ ぞ れ に つ い て 受 信 機 が 正 し く 受 信 し た か 否 か を 示 す 情 報 を 取 得
し 、
　 制 御 情 報 が 正 し く 受 信 さ れ て い る 場 合 に は 、 再 送 時 に 前 記 第 ２ の 制 御 情 報 を 送 信 し な い
よ う に 制 御 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 再 送 制 御 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 フ レ ー ム に 、 第 2制 御 情 報 が 含 ま れ て い る か 否 か を 識 別 す る た め の 識 別 情 報 を 付 加
す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 再 送 制 御 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 2制 御 情 報 を 送 信 し な い こ と に よ り 生 じ る 空 き ス ペ ー ス に 、 パ イ ロ ッ ト あ る い は
前 記 第 1制 御 情 報 あ る い は 前 記 デ ー タ を 挿 入 し て こ れ ら を 重 複 し て 送 信 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1又 は ２ 記 載 の 再 送 制 御 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 フ レ ー ム を 受 信 す る 毎 に 、 制 御 情 報 及 び デ ー タ そ れ ぞ れ に つ い て 正 し く 受 信 し た か
チ ェ ッ ク し て チ ェ ッ ク 結 果 を 送 信 機 に 通 知 し 、
　 前 記 フ レ ー ム に 含 ま れ る 前 記 識 別 情 報 に 基 づ い て 第 2制 御 情 報 が フ レ ー ム に 含 ま れ て い
る か 識 別 し 、 含 ま れ て い る 場 合 に は 受 信 し た 第 1、 第 2制 御 情 報 に 基 づ い て デ ー タ の 受 信 制
御 を 行 う と 共 に 、 該 第 2制 御 情 報 を 保 存 し 、
　 前 記 フ レ ー ム に 第 2制 御 情 報 が 含 ま れ て い な け れ ば 受 信 し た 第 1制 御 情 報 と 保 存 し て あ る
第 2の 制 御 情 報 と に 基 づ い て デ ー タ の 受 信 制 御 を 行 う 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ま た は ３ 記 載 の 再 送 制 御 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 デ ー タ フ レ ー ム に お い て 、 前 記 デ ー タ 、 前 記 制 御 情 報 及 び パ イ ロ ッ ト を 時 分 割 多 重
あ る い は 周 波 数 多 重 あ る い は コ ー ド 多 重 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ 記 載 の 再 送
制 御 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 デ ー タ と 該 デ ー タ の 受 信 処 理 に 必 要 な 制 御 情 報 を 含 む フ レ ー ム を 送 信 し 、 受 信 機 よ り 受
信 失 敗 通 知 が あ っ た と き 該 受 信 失 敗 し た フ レ ー ム を 再 送 す る 無 線 通 信 シ ス テ ム に お け る 送
信 機 に お い て 、
　 新 規 フ レ ー ム 送 信 時 と 再 送 フ レ ー ム 送 信 時 と で 異 な る 可 能 性 の あ る 第 1の 制 御 情 報 お よ
び 、 新 規 フ レ ー ム 送 信 時 と 再 送 フ レ ー ム 送 信 時 と で 同 一 の 第 2の 制 御 情 報 と を そ れ ぞ れ 発
生 す る 制 御 情 報 発 生 部 、
　 前 記 制 御 情 報 及 び デ ー タ そ れ ぞ れ に つ い て 受 信 機 が 正 し く 受 信 し た か 否 か を 示 す 情 報 を
取 得 し 、 制 御 情 報 が 正 し く 受 信 さ れ て い る 場 合 に は 、 再 送 時 に 前 記 第 ２ の 制 御 情 報 を 送 信
し な い よ う に 制 御 す る 制 御 部 、
　 前 記 デ ー タ と 前 記 制 御 情 報 を 多 重 し て な る フ レ ー ム を 送 信 す る 送 信 部 、
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 送 信 機 。
【 請 求 項 ７ 】
　 第 2制 御 情 報 が 含 ま れ て い る か 否 か を 識 別 す る た め の 識 別 情 報 を 発 生 す る 識 別 情 報 発 生
部 を 備 え 、 前 記 送 信 部 は 該 識 別 情 報 お よ び 前 記 デ ー タ と 前 記 制 御 情 報 と を 多 重 し て な る フ
レ ー ム を 送 信 す る 、
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　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 記 載 の 送 信 機 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 2制 御 情 報 を 送 信 し な い こ と に よ り 生 じ る 空 き ス ペ ー ス に 、 パ イ ロ ッ ト あ る い は
前 記 第 1制 御 情 報 あ る い は 前 記 デ ー タ を 挿 入 す る 挿 入 部 、
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 又 は ７ 記 載 の 送 信 機 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 送 信 部 は 、 前 記 デ ー タ 、 前 記 制 御 情 報 及 び パ イ ロ ッ ト を 時 分 割 多 重 あ る い は 周 波 数
多 重 あ る い は コ ー ド 多 重 し て 送 信 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 記 載 の 送 信 機 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 送 信 機 と 受 信 機 を 備 え 、 該 送 信 機 よ り デ ー タ と 該 デ ー タ の 受 信 処 理 に 必 要 な 制 御 情 報 を
含 む フ レ ー ム を 受 信 機 へ 送 信 し 、 受 信 機 よ り 受 信 失 敗 通 知 が あ っ た と き 送 信 機 は 該 受 信 失
敗 し た フ レ ー ム を 再 送 す る 無 線 通 信 シ ス テ ム に お い て 、
　 送 信 機 は 、
　 新 規 フ レ ー ム 送 信 時 と 再 送 フ レ ー ム 送 信 時 と で 異 な る 可 能 性 の あ る 第 1の 制 御 情 報 お よ
び 、 新 規 フ レ ー ム 送 信 時 と 再 送 フ レ ー ム 送 信 時 と で 同 一 の 第 2の 制 御 情 報 と を そ れ ぞ れ 発
生 す る 制 御 情 報 発 生 部 、
　 前 記 制 御 情 報 及 び デ ー タ そ れ ぞ れ に つ い て 受 信 機 が 正 し く 受 信 し た か 否 か を 示 す 情 報 を
取 得 し 、 制 御 情 報 が 正 し く 受 信 さ れ て い る 場 合 に は 、 再 送 時 に 前 記 第 ２ の 制 御 情 報 を 送 信
し な い よ う に 制 御 す る 制 御 部 、
　 フ レ ー ム に 第 2制 御 情 報 が 含 ま れ て い る か 否 か を 識 別 す る た め の 識 別 情 報 を 発 生 す る 識
別 情 報 発 生 部
　 前 記 デ ー タ と 前 記 制 御 情 報 と 前 記 識 別 情 報 と を 多 重 し て な る フ レ ー ム を 送 信 す る 送 信 部
、
　 を 備 え 、 受 信 機 は 、
　 前 記 フ レ ー ム を 受 信 す る 受 信 部 、
　 該 フ レ ー ム を 受 信 す る 毎 に 、 制 御 情 報 及 び デ ー タ そ れ ぞ れ に つ い て 正 し く 受 信 し た か チ
ェ ッ ク し て チ ェ ッ ク 結 果 を 送 信 機 に 通 知 す る 正 常 受 信 チ ェ ッ ク 部 、
　 前 記 フ レ ー ム に 含 ま れ る 第 2制 御 情 報 を 保 存 す る 制 御 情 報 保 存 部 、
　 前 記 フ レ ー ム に 含 ま れ る 前 記 識 別 情 報 に 基 づ い て 第 2制 御 情 報 が 該 フ レ ー ム に 含 ま れ て
い る か 識 別 し 、 含 ま れ て い る 場 合 に は 受 信 し た 第 1、 第 2制 御 情 報 に 基 づ い て デ ー タ の 受 信
制 御 を 行 う と 共 に 、 該 第 2制 御 情 報 を 保 存 し 、 第 2制 御 情 報 が 前 記 フ レ ー ム に 含 ま れ て い な
け れ ば 受 信 し た 第 1制 御 情 報 と 保 存 し て あ る 第 2の 制 御 情 報 と に 基 づ い て デ ー タ の 受 信 制 御
を 行 う 受 信 制 御 部 、
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 無 線 通 信 シ ス テ ム 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 無 線 通 信 シ ス テ ム に お け る 再 送 制 御 方 法 及 び 送 信 機 に 係 わ り 、 特 に デ ー タ と
該 デ ー タ の 受 信 処 理 に 必 要 な 制 御 情 報 を 含 む フ レ ー ム を 送 信 し 、 受 信 失 敗 通 知 が あ っ た と
き 該 受 信 失 敗 し た フ レ ー ム を 再 送 す る 無 線 通 信 シ ス テ ム に お け る 再 送 制 御 方 法 及 び 送 信 機
に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 高 速 大 容 量 通 信 を 念 頭 に お い た 現 在 の 無 線 通 信 で は 、 ス ル ー プ ッ ト を 改 善 す る た め に 無
線 伝 送 区 間 の 誤 り を 補 償 す る 技 術 が 必 須 と な っ て い る 。 中 で も 再 送 制 御 (ARQ: Automatic 
Repeat reQuest)を ベ ー ス と し た 方 式 が よ く 用 い ら れ る 。 図 19に ARQ方 式 に よ る 再 送 の 様 子
を 示 す 。 ARQは 送 信 フ レ ー ム (パ ケ ッ ト )に 付 加 し た CRC(Cyclic Redundancy Check)等 の 誤
り 検 出 符 号 を 用 い て 、 パ ケ ッ ト 毎 に 誤 り 検 出 を 行 い 、 受 信 し た パ ケ ッ ト に 誤 り が な け れ ば
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送 信 側 に ACK信 号 を 返 し 、 新 規 パ ケ ッ ト の 送 信 を 要 求 す る が 、 誤 り が あ る と 判 明 し た 場 合
、 NACK(Not-ACKnowledge)信 号 を 返 し て 同 じ パ ケ ッ ト の 再 送 を 要 求 す る 方 式 で あ る 。 な お
、 図 中 、 RTT（ Round Trip Time） は 最 初 の パ ケ ッ ト の 送 信 か ら 該 パ ケ ッ ト の 再 送 あ る い は
次 の パ ケ ッ ト の 送 信 ま で に 要 す る 時 間 で あ る 。
　 こ の ARQを 発 展 さ せ た も の に HARQ(Hybrid-ARQ)が あ る (非 特 許 文 献 １ 参 照 )。 図 20は パ ケ
ッ ト 合 成 を 用 い た HARQ方 式 の 説 明 図 で あ る 。 HARQ方 式 で は 誤 り 訂 正 を 行 っ た 後 、 送 信 パ ケ
ッ ト の 最 後 尾 に 付 加 し た CRC等 を 用 い て パ ケ ッ ト 毎 に 誤 り 検 出 を 行 う 。 誤 り が 検 出 さ れ れ
ば 送 信 側 に NACK信 号 を 返 し 、 同 じ パ ケ ッ ト の 再 送 を 要 求 す る 。 こ の と き 受 信 側 は 誤 り の 検
出 さ れ た パ ケ ッ ト の 受 信 信 号 を バ ッ フ ァ に 入 れ る 。 HARQで は 再 送 さ れ た パ ケ ッ ト の 受 信 結
果 と 初 回 に 送 信 さ れ た パ ケ ッ ト の 受 信 信 号 を 合 成 す る 。 こ れ に よ り 、 誤 り 訂 正 符 号 化 の 利
得 を 利 用 し て 、 受 信 特 性 を さ ら に 改 善 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 21は 、 HARQ方 式 を 採 用 す る パ ケ ッ ト 伝 送 シ ス テ ム の 送 信 機 に お け る 信 号 変 調 部 の 構 成
図 、 図 22は 受 信 機 に お け る 信 号 復 調 部 の 構 成 図 で あ る 。
　 図 21の 送 信 機 の 信 号 変 調 部 に お い て 、 タ ー ボ 符 号 化 部 １ aは 送 信 デ ー タ を タ ー ボ 符 号 化
す る 。 タ ー ボ 符 号 の 符 号 化 率 Rは 一 定 で あ り 、 R=1/3で あ る 。 パ ン ク チ ャ ー ド 符 号 化 部 1bは
、 所 定 の パ ン ク チ ャ リ ン グ パ タ ー ン を 用 い て 、 要 求 符 号 化 率 (例 え ば R=3/4)を 達 成 す る 。
デ ー タ 変 調 部 １ cは 、 変 調 方 式 （ 多 値 変 調 方 式 ） に 応 じ た デ ー タ 変 調 を 行 う 。 一 般 的 に 変
調 方 式 は 、 QPSK、  16QAM、  64QAMな ど が あ る 。 拡 散 部 1dは 変 調 後 の 信 号 に 拡 散 コ ー ド を 乗
算 し 、 拡 散 率 に 応 じ て 該 信 号 を 拡 散 す る 。
　 図 22の 受 信 機 の 信 号 復 調 部 は 、 再 送 合 成 を パ ン ク チ ャ ー ド 復 号 前 に 行 う 構 成 に な っ て い
る 。 逆 拡 散 部 2aは 受 信 信 号 に 拡 散 コ ー ド と 同 一 の 逆 拡 散 コ ー ド を 乗 算 し て 逆 拡 散 す る 。 続
い て 、 デ ー タ 復 調 部 2bは 変 調 方 式 に 応 じ た デ ー タ 復 調 を 行 う 。 再 送 合 成 部 2cは 、 再 送 パ ケ
ッ ト で あ れ ば 、 以 前 受 信 し た 同 一 パ ケ ッ ト 番 号 の パ ケ ッ ト デ ー タ と 合 成 処 理 を 行 う 。 こ れ
に よ り 、 よ り 高 い 受 信 品 質 を 得 る こ と が で き る 。 パ ン ク チ ャ ー ド 復 号 部 2dは 、 パ ン ク チ ャ
リ ン グ パ タ ー ン を 用 い て 符 号 化 率 に 応 じ た パ ン ク チ ャ ー ド 復 号 を 行 い 、 タ ー ボ 復 号 部 2eは
タ ー ボ 復 号 を 行 う 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 23は 、 信 号 変 調 部 (図 21)の 信 号 変 調 例 を 示 し た も の で あ る 。 こ こ で は 、 変 調 方 式 を 16
QAM（ 多 値 数 ４ ） 、 符 号 化 率 Rを 3/4と す る 。 送 信 デ ー タ を Aと し て 、 6 bitデ ー タ A1～ A6を
考 え る 。 タ ー ボ 符 号 化 で の 符 号 化 率 を 1/3と す る と 、 符 号 化 後 デ ー タ は 、 B1～ B18と な る 。
符 号 化 率 3/4に 対 す る パ ン ク チ ャ リ ン グ パ タ ー ン PPで は 、 18 bitの う ち 、 8 bitで 符 号 “ １
” と な る 。 パ タ ー ン PPの 符 号 “ １ ” に 対 応 す る デ ー タ B1～ B7と B16が パ ン ク チ ャ － ド 符 号
化 後 の デ ー タ と な り 、 C1～ C8と し て 、 出 力 さ れ る (レ ー ト マ ッ チ ン グ )。 元 の 6 bitデ ー タ
が 8 bitデ ー タ と な る た め 、 符 号 化 率 が 3/4が 達 成 さ れ る 。 デ ー タ 変 調 で は 、 16QAMに よ り
、 ４ 値 の 多 値 変 調 が 行 わ れ 、 E1、 E2の デ ー タ と な る 。 デ ー タ 変 調 後 の デ ー タ は 、 拡 散 率 に
応 じ て 拡 散 さ れ る 。
　 図 24は 、 信 号 復 調 部 (図 22)の 信 号 復 調 の 例 で あ り 、 図 23と 反 対 の 流 れ と な る 。 ま ず 受 信
デ ー タ に 16QAM復 調 を 施 し て デ ー タ C1～ C8を 取 得 す る 。 つ い で 、 パ ン ク チ ャ リ ン グ パ タ ー
ン PPを 用 い て パ ン ク チ ャ － ド 復 号 を 行 な う 。 こ の パ ン ク チ ャ － ド 復 号 で は 、 パ ン ク チ ャ リ
ン グ パ タ ー ン PPで の 符 号 “ １ ” に 相 当 す る 位 置 に デ ー タ C1～ C8が 書 き 込 ま れ て 符 号 化 率 が
1/3の タ ー ボ 符 号 が 得 ら れ る (デ レ ー ト マ ッ チ ン グ )。 こ の 結 果 、 パ ン ク チ ャ ー ド 復 号 後 デ
ー タ に タ ー ボ 復 号 処 理 を 施 す こ と に よ り 元 の 6ビ ッ ト デ ー タ A1～ A6が 復 号 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 25は HARQの 再 送 制 御 で 用 い る フ レ ー ム フ ォ ー マ ッ ト の 従 来 例 で あ り 、 図 26は 従 来 の フ
レ ー ム 再 送 の 様 子 を 示 す 説 明 図 で あ る 。 1フ レ ー ム は 、 パ イ ロ ッ ト PLと 制 御 情 報 CNTと デ ー
タ (CRCを 含 む )DTで 構 成 さ れ て い る 。 制 御 情 報 CNTは 、 デ ー タ を 受 信 局 が 正 し く 復 調 、 復 号
す る た め の 情 報 で あ り 、 変 調 方 式 、 符 号 化 率 、 パ ン ク チ ャ リ ン グ パ タ ー ン (PP)、 デ ー タ 長
、 拡 散 率 、 ア ン テ ナ 数 (ダ イ バ ー シ チ )、 パ ケ ッ ト 番 号 、 再 送 回 数 な ど を 特 定 す る 。 従 来 、
受 信 局 か ら 再 送 が 要 求 さ れ る と 、 送 信 局 は 再 送 フ レ ー ム の 制 御 情 報 の う ち 、 パ ン ク チ ャ リ
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ン グ パ タ ー ン (PP)や パ ケ ッ ト 番 号 、 再 送 回 数 等 の 制 御 情 報 を 必 要 に 応 じ て 変 更 し 、 し か る
後 、 フ レ ー ム の 再 送 を 行 う 。
　 し か し 、 か か る 従 来 の 再 送 制 御 方 式 で は 、 変 調 方 式 や 符 号 化 率 、 デ ー タ 長 、 拡 散 率 等 の
、 新 規 デ ー タ 送 信 時 と 再 送 時 と で 変 わ ら な い 制 御 情 報 に つ い て も 再 送 す る 。 こ の た め 、 再
送 す る 必 要 が な い 制 御 情 報 を 再 度 送 出 す る た め 制 御 情 報 に 無 駄 が 存 在 す る 。 次 世 代 の 移 動
通 信 で は 、 短 い フ レ ー ム 長 の パ ケ ッ ト を 用 い る こ と で 遅 延 を 短 く し 、 パ ケ ッ ト 伝 送 の 効 率
を 向 上 す る こ と が 要 求 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 こ の よ う な 制 御 情 報 の 無 駄 が 存 在 す る と
、 制 御 情 報 の オ ー バ ヘ ッ ド が 大 き く な り 、 1つ の パ ケ ッ ト で 送 信 で き る デ ー タ や パ イ ロ ッ
ト の 量 が 減 少 す る 。 デ ー タ 量 が 減 少 す る と 、 情 報 伝 送 量 が 減 り 、 ス ル ー プ ッ ト の 低 下 に 直
結 す る 。 ま た パ イ ロ ッ ト の 量 が 減 る と 、 チ ャ ネ ル 推 定 精 度 が 低 下 し 、 復 号 誤 り が 発 生 し 、
再 送 回 数 が 増 え や す く な る 。 再 送 回 数 が 増 す と 、 ス ル ー プ ッ ト も 低 下 す る 。 し た が っ て 、
短 い フ レ ー ム 長 の パ ケ ッ ト を 用 い た 通 信 シ ス テ ム で は 、 シ ス テ ム の ス ル ー プ ッ ト を 向 上 し
、 高 速 伝 送 を 行 え る よ う に す る た め に 、 制 御 情 報 の 無 駄 な 伝 送 を 軽 減 す る 再 送 制 御 方 式 が
必 要 と な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 送 信 を 中 断 す る こ と な く 再 送 を 行 な う た め の 従 来 技 術 (特 許 文 献 １ )が あ る 。 こ の 従 来 技
術 は 、 伝 送 フ ォ ー マ ッ ト の 空 き 領 域 、 未 使 用 チ ャ ネ ル を 利 用 し て 再 送 を 行 な う も の で 、 情
報 送 信 停 止 あ る い は 伝 送 量 の 低 減 な く 再 送 処 理 を 行 う こ と が で き る 。
　 ま た 、 再 送 伝 送 方 式 の ス ル ー プ ッ ト を あ げ る た め の 従 来 技 術 (特 許 文 献 2)が あ る 。 こ の
従 来 技 術 は 、 再 送 要 求 さ れ た 送 信 パ ケ ッ ト デ ー タ の バ ッ フ ァ に 蓄 積 さ れ る デ ー タ 量 を 制 御
す る こ と に よ り 再 送 回 数 を 減 ら し て ス ル ー プ ッ ト を 向 上 す る も の で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ０ ３ － ２ ６ ２ ２ ２ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ３ ９ ７ ２ ６ 号 公 報
【 非 特 許 文 献 １ 】 D.Chase, "Code Combining--A Maximum-Likelihood Decoding Approach
 for Combining an Arbitrary Number of Noisy Packets", IEEE Trans. Commun., vol.3
3, pp.385-393, May, 1985.
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 い ず れ の 従 来 技 術 も 、 制 御 情 報 の 無 駄 な 伝 送 を 軽 減 す る 再 送 制 御 方 式 に 関 す る も の で は
な い 。
　 従 っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 制 御 情 報 の 無 駄 な 伝 送 を 軽 減 で き る よ う に し て 、 短 い フ レ ー
ム 長 の パ ケ ッ ト を 用 い た 通 信 シ ス テ ム の ス ル ー プ ッ ト を 向 上 し 、 高 速 伝 送 を 行 え る よ う に
す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 送 信 機 よ り デ ー タ と 該 デ ー タ の 受 信 処 理 に 必 要 な 制 御 情 報 を 含 む フ レ ー ム を
送 信 し 、 受 信 機 よ り 受 信 失 敗 通 知 が あ っ た と き 該 受 信 失 敗 し た フ レ ー ム を 再 送 す る 無 線 通
信 シ ス テ ム の 再 送 制 御 方 法 及 び 送 信 機 、 無 線 通 信 シ ス テ ム で あ る 。
　 ・ 再 送 制 御 方 法
　 本 発 明 の 再 送 制 御 方 法 は 、 前 記 制 御 情 報 を 、 新 規 フ レ ー ム 送 信 時 と 再 送 フ レ ー ム 送 信 時
と で 異 な る 可 能 性 の あ る 第 1の 制 御 情 報 と 、 新 規 フ レ ー ム 送 信 時 と 再 送 フ レ ー ム 送 信 時 と
で 同 一 の 第 2の 制 御 情 報 と に 分 類 す る ス テ ッ プ 、 制 御 情 報 及 び デ ー タ そ れ ぞ れ に つ い て 受
信 機 が 正 し く 受 信 し た か 否 か を 示 す 情 報 を 取 得 す る ス テ ッ プ 、 制 御 情 報 が 正 し く 受 信 さ れ
て い る 場 合 に は 、 再 送 時 に 前 記 第 ２ の 制 御 情 報 を 送 信 し な い よ う に 制 御 す る ス テ ッ プ を 有
し て い る 。 フ レ ー ム は 、 デ ー タ 、 制 御 情 報 及 び パ イ ロ ッ ト を 時 分 割 多 重 あ る い は 周 波 数 多
重 あ る い は コ ー ド 多 重 し て 送 信 す る 。
　 本 発 明 の 再 送 制 御 方 法 は 、 更 に 、 前 記 フ レ ー ム に 、 第 2制 御 情 報 が 含 ま れ て い る か 否 か
を 識 別 す る た め の 識 別 情 報 を 付 加 す る ス テ ッ プ を 有 し て い る 。
　 ま た 、 本 発 明 の 再 送 制 御 方 法 は 、 更 に 、 前 記 第 2制 御 情 報 を 送 信 し な い こ と に よ り 生 じ
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る 空 き ス ペ ー ス に 、 パ イ ロ ッ ト あ る い は 前 記 第 1制 御 情 報 あ る い は 前 記 デ ー タ を 挿 入 し て
こ れ ら を 重 複 し て 送 信 す る ス テ ッ プ を 有 し て い る 。
　 ま た 、 本 発 明 の 再 送 制 御 方 法 は 、 更 に 、 前 記 フ レ ー ム を 受 信 す る 毎 に 、 制 御 情 報 及 び デ
ー タ そ れ ぞ れ に つ い て 正 し く 受 信 し た か チ ェ ッ ク し て チ ェ ッ ク 結 果 を 送 信 機 に 通 知 す る ス
テ ッ プ 、 前 記 フ レ ー ム に 含 ま れ る 前 記 識 別 情 報 に 基 づ い て 第 2制 御 情 報 が フ レ ー ム に 含 ま
れ て い る か 識 別 し 、 含 ま れ て い る 場 合 に は 受 信 し た 第 1、 第 2制 御 情 報 に 基 づ い て デ ー タ の
受 信 制 御 を 行 う と 共 に 、 該 第 2制 御 情 報 を 保 存 す る ス テ ッ プ 、 前 記 フ レ ー ム に 第 2制 御 情 報
が 含 ま れ て い な け れ ば 受 信 し た 第 1制 御 情 報 と 保 存 し て あ る 第 2の 制 御 情 報 と に 基 づ い て デ
ー タ の 受 信 制 御 を 行 う ス テ ッ プ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ・ 送 信 機
　 本 発 明 の 送 信 機 は 、 新 規 フ レ ー ム 送 信 時 と 再 送 フ レ ー ム 送 信 時 と で 異 な る 可 能 性 の あ る
第 1の 制 御 情 報 お よ び 、 新 規 フ レ ー ム 送 信 時 と 再 送 フ レ ー ム 送 信 時 と で 同 一 の 第 2の 制 御 情
報 と を そ れ ぞ れ 発 生 す る 制 御 情 報 発 生 部 、 前 記 制 御 情 報 及 び デ ー タ そ れ ぞ れ に つ い て 受 信
機 が 正 し く 受 信 し た か 否 か を 示 す 情 報 を 取 得 し 、 制 御 情 報 が 正 し く 受 信 さ れ て い る 場 合 に
は 、 再 送 時 に 前 記 第 ２ の 制 御 情 報 を 送 信 し な い よ う に 制 御 す る 制 御 部 、 前 記 デ ー タ と 前 記
制 御 情 報 を 多 重 し て な る フ レ ー ム を 送 信 す る 送 信 部 を 備 え て い る 。 な お 、 前 記 送 信 部 は 、
デ ー タ 、 制 御 情 報 及 び パ イ ロ ッ ト を 時 分 割 多 重 あ る い は 周 波 数 多 重 あ る い は コ ー ド 多 重 し
て 送 信 す る 。
　 本 発 明 の 送 信 機 は 、 更 に 、 第 2制 御 情 報 が 含 ま れ て い る か 否 か を 識 別 す る た め の 識 別 情
報 を 発 生 す る 識 別 情 報 発 生 部 を 備 え 、 前 記 送 信 部 は 該 識 別 情 報 お よ び 前 記 デ ー タ と 前 記 制
御 情 報 と を 多 重 し て な る フ レ ー ム を 送 信 す る 。
　 本 発 明 の 送 信 機 は 、 更 に 、 前 記 第 2制 御 情 報 を 送 信 し な い こ と に よ り 生 じ る 空 き ス ペ ー
ス に 、 パ イ ロ ッ ト あ る い は 前 記 第 1制 御 情 報 あ る い は 前 記 デ ー タ を 挿 入 す る 挿 入 部 を 備 え
て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ・ 無 線 通 信 シ ス テ ム
　 本 発 明 の 無 線 通 信 シ ス テ ム は 、 送 信 機 と 受 信 機 を 備 え 、 送 信 機 は 、 新 規 フ レ ー ム 送 信 時
と 再 送 フ レ ー ム 送 信 時 と で 異 な る 可 能 性 の あ る 第 1の 制 御 情 報 お よ び 、 新 規 フ レ ー ム 送 信
時 と 再 送 フ レ ー ム 送 信 時 と で 同 一 の 第 2の 制 御 情 報 と を そ れ ぞ れ 発 生 す る 制 御 情 報 発 生 部
、 前 記 制 御 情 報 及 び デ ー タ そ れ ぞ れ に つ い て 受 信 機 が 正 し く 受 信 し た か 否 か を 示 す 情 報 を
取 得 し 、 制 御 情 報 が 正 し く 受 信 さ れ て い る 場 合 に は 、 再 送 時 に 前 記 第 ２ の 制 御 情 報 を 送 信
し な い よ う に 制 御 す る 制 御 部 、 フ レ ー ム に 第 2制 御 情 報 が 含 ま れ て い る か 否 か を 識 別 す る
た め の 識 別 情 報 を 発 生 す る 識 別 情 報 発 生 部 、 前 記 デ ー タ と 前 記 制 御 情 報 と 前 記 識 別 情 報 と
を 多 重 し て な る フ レ ー ム を 送 信 す る 送 信 部 を 備 え て い る 。 ま た 、 受 信 機 は 、 前 記 フ レ ー ム
を 受 信 す る 受 信 部 、 該 フ レ ー ム を 受 信 す る 毎 に 、 制 御 情 報 及 び デ ー タ そ れ ぞ れ に つ い て 正
し く 受 信 し た か チ ェ ッ ク し て チ ェ ッ ク 結 果 を 送 信 機 に 通 知 す る 正 常 受 信 チ ェ ッ ク 部 、 前 記
フ レ ー ム に 含 ま れ る 第 2制 御 情 報 を 保 存 す る 制 御 情 報 保 存 部 、 前 記 フ レ ー ム に 含 ま れ る 前
記 識 別 情 報 に 基 づ い て 第 2制 御 情 報 が 該 フ レ ー ム に 含 ま れ て い る か 識 別 し 、 含 ま れ て い る
場 合 に は 受 信 し た 第 1、 第 2制 御 情 報 に 基 づ い て デ ー タ の 受 信 制 御 を 行 う と 共 に 、 該 第 2制
御 情 報 を 保 存 し 、 第 2制 御 情 報 が 前 記 フ レ ー ム に 含 ま れ て い な け れ ば 受 信 し た 第 1制 御 情 報
と 保 存 し て あ る 第 2の 制 御 情 報 と に 基 づ い て デ ー タ の 受 信 制 御 を 行 う 受 信 制 御 部 を 備 え て
い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 再 送 制 御 方 法 、 送 信 機 お よ び 無 線 通 信 シ ス テ ム に よ れ ば 、 制 御 情 報 を 、 新 規 フ
レ ー ム 送 信 時 と 再 送 フ レ ー ム 送 信 時 と で 異 な る 可 能 性 の あ る 第 1の 制 御 情 報 と 、 新 規 フ レ
ー ム 送 信 時 と 再 送 フ レ ー ム 送 信 時 と で 同 一 の 第 2の 制 御 情 報 と に 分 類 し 、 制 御 情 報 及 び デ
ー タ そ れ ぞ れ に つ い て 受 信 機 が 正 し く 受 信 し た か 否 か を 示 す 情 報 を 取 得 し 、 制 御 情 報 が 正
し く 受 信 さ れ て い る 場 合 に は 、 再 送 時 に 前 記 第 ２ の 制 御 情 報 を 送 信 し な い よ う に 制 御 す る
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か ら 、 制 御 情 報 の 無 駄 な 伝 送 を 軽 減 で き る 。
　 ま た 、 本 発 明 の 再 送 制 御 方 法 、 送 信 機 お よ び 無 線 通 信 シ ス テ ム に よ れ ば 、 第 2制 御 情 報
を 送 信 し な い こ と に よ り 生 じ る 空 き ス ペ ー ス に 、 パ イ ロ ッ ト あ る い は 前 記 第 1制 御 情 報 あ
る い は 前 記 デ ー タ を 挿 入 し て こ れ ら を 重 複 し て 送 信 す る よ う に し た か ら 、 重 複 し て 送 信 す
る 情 報 の 検 出 精 度 を 向 上 し て 誤 り 検 出 回 数 を 減 少 で き 、 こ の 結 果 、 短 い フ レ ー ム 長 の パ ケ
ッ ト を 用 い た 通 信 シ ス テ ム の ス ル ー プ ッ ト が 向 上 し 、 高 速 伝 送 を 行 な う こ と が で き る 。
　 ま た 、 本 発 明 の 再 送 制 御 方 法 お よ び 送 信 機 に よ れ ば 、 第 2制 御 情 報 が 含 ま れ て い る か 否
か を 識 別 す る た め の 識 別 情 報 を フ レ ー ム に 付 加 す る か ら 、 受 信 部 は 該 識 別 情 報 に 基 づ い て
第 2制 御 情 報 の 有 無 を 判 断 し て 受 信 制 御 が で き る 。
　 ま た 、 本 発 明 の 再 送 制 御 方 法 お よ び 送 信 機 に よ れ ば 、 前 記 デ ー タ 、 前 記 制 御 情 報 及 び パ
イ ロ ッ ト を 時 分 割 多 重 あ る い は 周 波 数 多 重 あ る い は コ ー ド 多 重 す る か ら 、 第 2制 御 情 報 の
空 き 部 分 を 使 用 し な い 場 合 に は 送 信 電 力 の 軽 減 、 使 用 周 波 数 の 減 少 に よ る 干 渉 の 低 減 、 使
用 コ ー ド 数 の 節 約 が 可 能 に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 1は 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 を 説 明 す る フ レ ー ム フ ォ ー マ ッ ト 説 明 図 で あ
り 、 図 1（ A） は フ レ ー ム 初 回 送 信 時 と フ レ ー ム 再 送 時 (制 御 情 報 受 信 失 敗 )に お け る フ レ ー
ム フ ォ ー マ ッ ト で あ り 、 フ レ ー ム は パ イ ロ ッ ト PL、 ヘ ッ ダ HD、 制 御 情 報 CNT、 デ ー タ DTを
含 ん で い る 。 制 御 情 報 CNTは 第 1の 制 御 情 報 CNTA、 第 2の 制 御 デ ー タ CNTBで 構 成 さ れ て い る
。 第 1の 制 御 情 報 CNTAは 、 新 規 フ レ ー ム 送 信 時 と 再 送 フ レ ー ム 送 信 時 と で 異 な る 可 能 性 の
あ る 制 御 情 報 、 第 2の 制 御 情 報 CNTBは 、 新 規 フ レ ー ム 送 信 時 と 再 送 フ レ ー ム 送 信 時 と で 同
一 の 制 御 情 報 で あ る 。
　 図 1（ B） は フ レ ー ム 再 送 時 (制 御 情 報 受 信 成 功 )に お け る フ レ ー ム フ ォ ー マ ッ ト で あ り 、
フ レ ー ム は パ イ ロ ッ ト PL、 ヘ ッ ダ HD、 第 1の 制 御 情 報 CNTA、 挿 入 情 報 INI、 デ ー タ DTを 含 ん
で い る 。 挿 入 情 報 INIは 、 第 2の 制 御 デ ー タ CNTBを 送 信 し な い こ と に よ り 生 じ る 空 き ス ペ ー
ス に 挿 入 さ れ る 情 報 で あ り 、 パ イ ロ ッ ト あ る い は 第 1制 御 情 報 あ る い は デ ー タ の 全 部 あ る
い は 一 部 が 挿 入 さ れ る 。
　 図 1（ C） は ヘ ッ ダ HDの 構 成 例 で あ り 、 (A),(B)の フ レ ー ム を 識 別 す る た め の 識 別 情 報 （
フ レ ー ム 識 別 情 報 ） FID、 挿 入 情 報 の 内 容 （ パ イ ロ ッ ト あ る い は 第 1制 御 情 報 あ る い は デ ー
タ の 別 )を 特 定 す る 識 別 情 報 （ 挿 入 識 別 情 報 )IIDで 構 成 さ れ て い る 。
　 送 信 機 は 、 フ レ ー ム 送 信 後 、 受 信 機 よ り 制 御 情 報 及 び デ ー タ そ れ ぞ れ に つ い て 受 信 機 が
正 し く 受 信 し た か 否 か を 示 す 情 報 を 取 得 し 、 デ ー タ が 正 し く 受 信 さ れ ず 、 制 御 情 報 CNTが
正 し く 受 信 さ れ て い る 場 合 に は 、 再 送 時 に （ B） に 示 す フ レ ー ム を 送 信 し 、 制 御 情 報 が 正
し く 受 信 さ れ て い な け れ ば 、 再 送 時 に (A)に 示 す フ レ ー ム を 送 信 す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 （ A） 本 発 明 の 概 略
　 図 2は 本 発 明 の フ レ ー ム フ ォ ー マ ッ ト 説 明 図 で あ り 、 （ A） は フ レ ー ム 初 回 送 信 時 と フ レ
ー ム 再 送 時 (制 御 情 報 受 信 失 敗 )に お け る フ レ ー ム の フ ォ ー マ ッ ト を 示 し 、 （ B） は フ レ ー
ム 再 送 時 (制 御 情 報 受 信 成 功 )に お け る フ レ ー ム の フ ォ ー マ ッ ト を 示 し 、 （ C） は ヘ ッ ダ HD
の 構 成 例 を 示 し て い る 。
　 図 2（ A） の フ レ ー ム は 、 パ イ ロ ッ ト PL、 ヘ ッ ダ HD、 制 御 デ ー タ CNT、 デ ー タ DTを 時 分 割
多 重 し た 構 成 を 有 し て い る 。 制 御 デ ー タ CNTは 、 第 1の 制 御 情 報 CNTA、 第 2の 制 御 デ ー タ CNT
Bに 分 け ら れ 、 第 1の 制 御 情 報 CNTAは 、 新 規 フ レ ー ム 送 信 時 と 再 送 フ レ ー ム 送 信 時 と で 異 な
る 可 能 性 の あ る 制 御 情 報 で あ り 、 パ ン ク チ ャ リ ン グ パ タ ー ン (PP)3a、 パ ケ ッ ト 番 号 3b、 再
送 回 数 3cで あ る 。 第 2の 制 御 情 報 CNTBは 、 新 規 フ レ ー ム 送 信 時 と 再 送 フ レ ー ム 送 信 時 と で
同 一 の 制 御 情 報 で あ り 、 変 調 方 式 4a、 符 号 化 率 4b、 デ ー タ 長 4c、 拡 散 率 4d、 ア ン テ ナ 数 4e
な ど で あ る 。 制 御 情 報 CNT及 び デ ー タ DTに 対 し て 独 立 に 誤 り 検 出 用 の CRC 4f、 5aが 挿 入 さ
れ て い る 。 送 信 機 は 、 フ レ ー ム 初 回 送 信 時 と フ レ ー ム 再 送 時 (制 御 情 報 受 信 失 敗 )に お い て
全 制 御 情 報 、 す な わ ち 、 第 1、 第 2の 制 御 情 報 CNTA,CNTBを 送 信 す る 。
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　 図 2（ B） は フ レ ー ム 再 送 時 (制 御 情 報 は 受 信 成 功 )に お け る フ レ ー ム の フ ォ ー マ ッ ト で あ
り 、 フ レ ー ム は パ イ ロ ッ ト PL、 ヘ ッ ダ HD、 第 1の 制 御 情 報 CNTA、 挿 入 情 報 INI、 デ ー タ DTを
時 分 割 多 重 し た 構 成 を 有 し て い る 。 挿 入 情 報 INIは 、 第 2の 制 御 デ ー タ CNTBを 送 信 し な い こ
と に よ り 生 じ る 空 き ス ペ ー ス に 挿 入 さ れ る 情 報 で あ り 、 パ イ ロ ッ ト PLあ る い は 第 1制 御 情
報 CNTAあ る い は デ ー タ DTの 全 部 あ る い は 一 部 が 挿 入 さ れ る 。 図 で は パ イ ロ ッ ト が 挿 入 さ れ
て い る 場 合 が 示 さ れ て い る 。 送 信 機 は 、 フ レ ー ム 再 送 時 (制 御 情 報 は 受 信 成 功 )に お い て 、
制 御 情 報 と し て 第 1の 制 御 情 報 CNTAの み を 送 信 す る 。
　 図 2（ C） は ヘ ッ ダ HDの 構 成 例 で あ り 、 図 2(A),(B)の フ レ ー ム を 識 別 す る た め の 識 別 情 報
（ フ レ ー ム 識 別 情 報 ） FID、 挿 入 情 報 INIの 内 容 （ パ イ ロ ッ ト あ る い は 第 1制 御 情 報 あ る い
は デ ー タ の 別 )を 特 定 す る 識 別 情 報 （ 挿 入 識 別 情 報 )IIDで 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 送 信 機 は 、 予 め 制 御 情 報 を 、 (1)新 規 フ レ ー ム 送 信 時 と 再 送 フ レ ー ム 送 信 時 と で 異 な る
可 能 性 の あ る 第 1の 制 御 情 報 CNTAお よ び 、 (2)新 規 フ レ ー ム 送 信 時 と 再 送 フ レ ー ム 送 信 時 と
で 同 一 の 第 2の 制 御 情 報 CNTBに 分 類 す る 。
　 そ し て 、 フ レ ー ム 送 信 後 に 、 受 信 機 が 制 御 情 報 CNT及 び デ ー タ DTの そ れ ぞ れ に つ い て 正
し く 受 信 し た か 否 か を 示 す 情 報 を 取 得 し 、 (1)制 御 情 報 CNT及 び デ ー タ DTが 正 し く 受 信 さ れ
て い れ ば 新 規 フ レ ー ム を 送 信 し 、 (2)デ ー タ が 正 し く 受 信 さ れ ず 、 制 御 情 報 CNTが 正 し く 受
信 さ れ て い る 場 合 に は 、 再 送 時 に 図 2（ B） に 示 す フ レ ー ム を 送 信 し 、 (3)制 御 情 報 が 正 し
く 受 信 さ れ て い な け れ ば 、 再 送 時 に 図 2(A)に 示 す フ レ ー ム を 送 信 す る 。
　 (2)の ケ ー ス に お い て 、 図 2(B)の フ レ ー ム を 送 信 す る こ と に よ り 、 第 2制 御 情 報 CNTBに 代
え て パ イ ロ ッ ト あ る い は 第 1制 御 情 報 あ る い は デ ー タ の 全 部 あ る い は 一 部 を 重 複 し て 送 信
で き る た め 、 制 御 情 報 の 無 駄 な 伝 送 を な く せ 、 し か も 、 誤 り 検 出 回 数 を 減 少 で き 、 こ の 結
果 、 短 い フ レ ー ム 長 の パ ケ ッ ト を 用 い た 通 信 シ ス テ ム の ス ル ー プ ッ ト が 向 上 し 、 高 速 伝 送
を 行 な う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 受 信 機 は 、 送 信 機 よ り 前 記 フ レ ー ム を 受 信 す る 毎 に 、 CRCを 用 い て 制 御 情 報 及 び デ ー タ
そ れ ぞ れ に つ い て 正 し く 受 信 し た か チ ェ ッ ク し て チ ェ ッ ク 結 果 を 送 信 機 に 通 知 す る 。 ま た
、 受 信 機 は 、 前 記 フ レ ー ム に 含 ま れ る ヘ ッ ダ HDの フ レ ー ム 識 別 情 報 FIDに 基 づ い て 第 2制 御
情 報 が フ レ ー ム に 含 ま れ て い る か 識 別 し 、 含 ま れ て い る 場 合 に は 受 信 し た 第 1、 第 2制 御 情
報 に 基 づ い て デ ー タ の 受 信 制 御 を 行 う と 共 に 、 該 第 2制 御 情 報 を 保 存 し 、 前 記 フ レ ー ム に
第 2制 御 情 報 が 含 ま れ て い な け れ ば 受 信 し た 第 1制 御 情 報 と 保 存 し て あ る 第 2の 制 御 情 報 と
に 基 づ い て デ ー タ の 受 信 制 御 を 行 う 。 ま た 、 受 信 機 は 、 ヘ ッ ダ HDの 挿 入 識 別 情 報 IIDに 基
づ い て 第 2制 御 情 報 に 代 わ っ て 送 ら れ て く る 情 報 を 識 別 し 、 該 情 報 と 正 規 に 送 ら れ て く る
情 報 と の 合 成 処 理 を 行 う 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 （ B） 第 1実 施 例
　 (a)送 信 機
　 図 3は 本 発 明 の 送 信 機 の 構 成 例 で あ り 、 図 2に 示 す よ う に 、 パ イ ロ ッ ト PL、 ヘ ッ ダ HD、 制
御 情 報 CNT、 デ ー タ DTを 時 間 方 向 に 多 重 し た フ レ ー ム フ ォ ー マ ッ ト を 用 い て 送 信 を 行 う 場
合 で あ る 。 な お 、 再 送 時 に 空 き ス ペ ー ス に 挿 入 す る 情 報 は パ イ ロ ッ ト で あ る と す る 。
　 以 下 、 新 規 デ ー タ を 送 信 す る 場 合 か ら 順 を 追 っ て 本 発 明 の 再 送 の 仕 組 み を 説 明 す る 。 送
信 バ ッ フ ァ 11、 再 送 バ ッ フ ァ 12は 送 信 す べ き デ ー タ を 順 次 格 納 す る 。 新 規 ・ 再 送 セ レ ク タ
13は 再 送 制 御 部 10の 指 示 部 21か ら の 指 示 に 従 っ て 新 規 デ ー タ を 送 信 バ ッ フ ァ 11か ら 選 択 し
て 変 調 部 14に 入 力 す る 。 変 調 部 14は 、 送 信 デ ー タ に 対 し て 図 21で 示 す 変 調 処 理 を 行 っ て 多
重 部 （ MUX部 )15に 入 力 す る 。
　 以 上 と 並 行 し て 、 再 送 制 御 部 10の 指 示 部 21は 新 規 デ ー タ の 送 信 に 際 し て 、 ヘ ッ ダ 生 成 部
22、 追 加 パ イ ロ ッ ト 生 成 部 23、 第 1制 御 情 報 生 成 部 24、 第 2制 御 情 報 生 成 部 25及 び セ レ ク タ
26に 新 規 デ ー タ の 送 信 で あ る 旨 を 入 力 す る 。 こ の 結 果 、 ヘ ッ ダ 生 成 部 22は 、 フ レ ー ム が 図
2（ A） の フ ォ ー マ ッ ト 有 す る こ と を 特 定 す る フ レ ー ム 識 別 情 報 FIDを 含 む ヘ ッ ダ を 作 成 し
、 変 調 部 27で 変 調 し て MUX部 15に 入 力 す る 。 ま た 、 第 1、 第 2制 御 情 報 生 成 部 24、 25は 第 1、

10

20

30

40

50

(8) JP 2007-150810 A 2007.6.14



第 2制 御 情 報 CNTA,CNTBを 生 成 し 、 変 調 部 28、 29で 変 調 し て 出 力 し 、 セ レ ク タ 26は 変 調 部 29
か ら 出 力 す る 第 2制 御 情 報 CNTBを 選 択 す る 。 制 御 情 報 構 成 部 30は 、 セ レ ク タ 26お よ び 変 調
部 28か ら 出 力 す る 第 1、 第 2制 御 情 報 に よ り 制 御 情 報 CNTを 作 成 し て MUX部 15に 入 力 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 MUX部 15は 、 送 信 デ ー タ DT、 再 送 制 御 部 10か ら 出 力 さ れ る ヘ ッ ダ HDと 制 御 情 報 CNT、 パ イ
ロ ッ ト 生 成 部 16か ら 発 生 す る パ イ ロ ッ ト PLを 時 間 多 重 し て フ レ ー ム を 構 成 す る 。 送 信 部 17
は こ の フ レ ー ム 化 さ れ た パ ケ ッ ト を 送 信 ア ン テ ナ Txか ら 送 出 す る 。
　 そ の 後 、 送 信 機 は 、 送 信 し た フ レ ー ム （ パ ケ ッ ト ） の 正 常 受 信 、 異 常 受 信 を 特 定 す る AC
K/NACK信 号 が 受 信 機 か ら 返 っ て 来 る の を 待 つ 。 受 信 機 は 、 フ レ ー ム の 制 御 情 報 CNT、 デ ー
タ DT毎 に 正 常 受 信 し た か 否 か を 監 視 し 、 そ れ ぞ れ に つ い て ACK/NACK信 号 を 送 信 す る 。
　 送 信 機 の 受 信 部 18は 受 信 ア ン テ ナ RXよ り 受 信 機 が 送 信 し た 信 号 を 受 信 し て ベ ー ス バ ン ド
信 号 に 変 換 し て 制 御 信 号 復 調 部 19に 入 力 す る 。 制 御 信 号 復 調 部 19は 制 御 信 号 を 復 調 し 、 送
信 機 が 送 信 し た 制 御 情 報 CNT、 デ ー タ DT毎 に ACK/NACK信 号 を 再 送 制 御 部 10の 指 示 部 21に 入
力 す る 。
　 指 示 部 21は 、 制 御 情 報 CNT及 び デ ー タ DTが 共 に 正 し く 受 信 さ れ て い れ ば 次 の 新 規 フ レ ー
ム を 送 信 す べ く 、 前 述 の 信 号 を 各 部 に 入 力 す る 。 こ れ に よ り 、 送 信 機 は 前 述 と 全 く 同 様 に
動 作 し て 次 の 新 規 フ レ ー ム を 送 信 す る 。
　 し か し 、  制 御 情 報 が 正 し く 受 信 さ れ て い な け れ ば 、 指 示 部 21は 、 新 規 ・ 再 送 セ レ ク タ 1
3へ 再 送 を 指 示 す る と 共 に 、 ヘ ッ ダ 生 成 部 22、 追 加 パ イ ロ ッ ト 生 成 部 23、 第 1制 御 情 報 生 成
部 24、 第 2制 御 情 報 生 成 部 25及 び セ レ ク タ 26に 制 御 デ ー タ 異 常 受 信 に よ る 再 送 で あ る 旨 を
入 力 す る 。 こ の 結 果 、 以 後 、 再 送 制 御 部 10は 新 規 送 信 の 場 合 と 同 様 の 動 作 を 行 い 、 制 御 情
報 CNTを 作 成 し て MUX部 15に 入 力 す る 。 MUX部 15は 、 再 送 の 送 信 デ ー タ DT、 再 送 制 御 部 10か
ら 出 力 さ れ る ヘ ッ ダ HDと 制 御 情 報 CNT、 パ イ ロ ッ ト 生 成 部 16か ら 発 生 す る パ イ ロ ッ ト PLを
時 間 多 重 し て 図 2(A)に 示 す フ レ ー ム を 構 成 し 、 送 信 部 17は こ の フ レ ー ム 化 さ れ た パ ケ ッ ト
を 送 信 ア ン テ ナ Txか ら 送 出 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
一 方 、 制 御 情 報 が 正 し く 受 信 さ れ て い る が 、 デ ー タ が 正 し く 受 信 さ れ て い な け れ ば 、 指 示
部 21は 、 新 規 ・ 再 送 セ レ ク タ 13へ 再 送 を 指 示 す る と 共 に 、 ヘ ッ ダ 生 成 部 22、 追 加 パ イ ロ ッ
ト 生 成 部 23、 第 1制 御 情 報 生 成 部 24、 第 2制 御 情 報 生 成 部 25及 び セ レ ク タ 26に デ ー タ 異 常 受
信 (制 御 情 報 は 正 常 受 信 )に よ る 再 送 で あ る 旨 を 入 力 す る 。 こ の 結 果 、 ヘ ッ ダ 生 成 部 22は 、
フ レ ー ム が 図 2（ B） の フ ォ ー マ ッ ト 有 す る こ と を 特 定 す る フ レ ー ム 識 別 情 報 FID及 び 挿 入
情 報 が パ イ ロ ッ ト で あ る こ と を 特 定 す る 挿 入 識 別 情 報 IIDを 含 む ヘ ッ ダ HDを 作 成 し 、 変 調
部 27で 変 調 し て MUX部 15に 入 力 す る 。 ま た 、 第 1制 御 情 報 生 成 部 24は 第 1制 御 情 報 CNTAを 生
成 し 、 変 調 部 28で 変 調 し て 出 力 す る 。 ま た 、 追 加 パ イ ロ ッ ト 生 成 部 23は 追 加 パ イ ロ ッ ト PL
′ を 生 成 し て 出 力 す る 。 セ レ ク タ 26は 追 加 パ イ ロ ッ ト 生 成 部 23か ら 出 力 す る 追 加 パ イ ロ ッ
ト PL′ を 選 択 し 、 制 御 情 報 構 成 部 30は 、 セ レ ク タ 26お よ び 変 調 部 28か ら 出 力 す る 第 1制 御
情 報 と 追 加 パ イ ロ ッ ト 信 号 PL′ に よ り 制 御 情 報 CNTを 作 成 し て MUX部 15に 入 力 す る 。
　 MUX部 15は 、 送 信 デ ー タ DT、 再 送 制 御 部 10か ら 出 力 さ れ る ヘ ッ ダ HDと 制 御 情 報 CNT、 パ イ
ロ ッ ト 生 成 部 16か ら 発 生 す る パ イ ロ ッ ト PLを 時 間 多 重 し て 図 2(B)に 示 す フ レ ー ム を 構 成 す
る 。 送 信 部 17は こ の フ レ ー ム 化 さ れ た パ ケ ッ ト を 送 信 ア ン テ ナ Txか ら 送 出 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 (b)受 信 機
　 図 4は 本 発 明 の 受 信 機 の 構 成 例 で あ る 。 な お 、 最 初 は 図 2(A)に 示 す 新 規 フ レ ー ム を 受 信
す る も の と す る 。
　 受 信 部 41は 送 信 機 よ り 送 信 さ れ た フ レ ー ム 信 号 を 受 信 ア ン テ ナ Rxを 介 し て 受 信 し 、 ベ ー
ス バ ン ド 周 波 数 に 変 換 し て 分 離 部 (DEMUX部 )42に 入 力 す る 。 DEMUX部 42は 、 受 信 フ レ ー ム 信
号 よ り パ イ ロ ッ ト PL、 ヘ ッ ダ HD、 制 御 情 報 CNT、 デ ー タ DTに 分 離 し て 順 次 各 部 に 入 力 す る
。 ま ず 、 チ ャ ネ ル 推 定 部 43は 、 取 り 出 さ れ た パ イ ロ ッ ト を 用 い て 伝 搬 路 特 性 (チ ャ ネ ル 特
性 )を 示 す チ ャ ネ ル 推 定 値 を 求 め 、 ヘ ッ ダ 復 調 部 45、 制 御 情 報 復 調 部 46,チ ャ ネ ル 推 定 値 合
成 部 50に 入 力 す る 。
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　 復 調 部 45は 該 チ ャ ネ ル 推 定 値 に よ り 、 DEMUX部 42で 分 離 さ れ た ヘ ッ ダ 信 号 に チ ャ ネ ル 補
償 を 施 す と 共 に 、 該 チ ャ ネ ル 補 償 さ れ た ヘ ッ ダ 信 号 に 復 調 処 理 を 施 し 、 ヘ ッ ダ 復 号 部 ４ ７
は ヘ ッ ダ 情 報 (フ レ ー ム 識 別 情 報 FID、 挿 入 識 別 情 報 IID)を 復 号 し て チ ャ ネ ル 推 定 部 48と 制
御 情 報 復 号 部 49に 入 力 す る 。
　 復 調 部 46は チ ャ ネ ル 推 定 部 43で 算 出 し た チ ャ ネ ル 推 定 値 を 用 い て 、 DEMUX部 42で 分 離 さ
れ た 制 御 情 報 信 号 に チ ャ ネ ル 補 償 を 施 す と 共 に 、 こ の チ ャ ネ ル 補 償 さ れ た 制 御 情 報 信 号 に
復 調 処 理 を 施 し 、 復 調 結 果 を 制 御 情 報 復 号 部 49に 入 力 す る 。 制 御 情 報 復 号 部 49は 、 ヘ ッ ダ
情 報 (フ レ ー ム 識 別 情 報 FID、 挿 入 識 別 情 報 IID)に よ り 図 2(A)に 示 す フ レ ー ム を 受 信 し て い
る こ と を 識 別 し 、 第 1、 第 2制 御 情 報 CNTA,CNTBを 線 L1に 出 力 す る と 共 に 誤 り 検 出 器 53に 入
力 す る 。 線 L1に 接 続 さ れ た 制 御 情 報 バ ッ フ ァ 52は 、 制 御 情 報 の う ち 第 2制 御 情 報 CNTB(変 調
方 式 や 符 号 化 率 な ど )を 保 存 し 、 誤 り 検 出 部 53は CRCに 基 づ い て 制 御 情 報 の 誤 り 検 出 を 行 い
、 そ の 誤 り 検 出 結 果 を 示 す ACK/NACK信 号 を 制 御 情 報 生 成 部 54に 入 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 チ ャ ネ ル 推 定 部 48は ヘ ッ ダ 情 報 に よ り パ イ ロ ッ ト が 挿 入 さ れ て い な い こ と を 識 別 す る か
ら チ ャ ネ ル 推 定 を せ ず 、 チ ャ ネ ル 推 定 値 合 成 部 50は チ ャ ネ ル 推 定 部 43で 推 定 さ れ た チ ャ ネ
ル 推 定 値 を そ の ま ま デ ー タ 復 調 部 44に 入 力 す る 。 復 調 部 44は 、 チ ャ ネ ル 推 定 部 43で 推 定 さ
れ た チ ャ ネ ル 推 定 値 を 用 い て DEMUX部 42で 分 離 さ れ た デ ー タ 信 号 に チ ャ ネ ル 補 償 を 施 す と
共 に 、 こ の チ ャ ネ ル 補 償 さ れ た デ ー タ 信 号 に 線 L1よ り 入 力 さ れ た 変 調 方 式 に 応 じ た 復 調 方
式 に 基 づ い て 復 調 す る 。 つ い で 、 再 送 合 成 部 51は 、 再 送 回 数 を 考 慮 し て 復 調 デ ー タ と 再 送
バ ッ フ ァ 55に 保 存 さ れ て い る デ ー タ を 合 成 し 、 合 成 結 果 を デ ー タ 復 号 部 56に 入 力 す る 。 な
お 、 新 規 フ レ ー ム を 受 信 し て い る た め 、 再 送 バ ッ フ ァ 55に は 合 成 す る デ ー タ は 存 在 し な い
。
　 デ ー タ 復 号 部 56は 、 パ ン ク チ ャ ー ド 復 号 部 56aと タ ー ボ 復 号 部 56bを 備 え 、 符 号 化 率 、 パ
ン ク チ ャ リ ン グ パ タ ー ン (PP)を 用 い て パ ン ク チ ャ ー ド 復 号 を 行 な う と 共 に タ ー ボ 復 号 を 行
い 、 復 号 結 果 を 誤 り 検 出 部 57に 入 力 す る 。 誤 り 検 出 部 57は デ ー タ に 含 ま れ る CRCを 用 い て
誤 り 検 出 処 理 を 行 い 、 誤 り 検 出 結 果 を 示 す ACK/NACK信 号 を 制 御 情 報 生 成 部 54に 入 力 す る 。
制 御 情 報 生 成 部 54は 、 制 御 情 報 CNTの 誤 り 検 出 結 果 を 示 す ACK/NACK信 号 と デ ー タ の 誤 り 検
出 結 果 を 示 す ACK/NACK信 号 を そ れ ぞ れ 送 信 部 59に 入 力 し 、 送 信 部 59は 該 ACK/NACK信 号 を 送
信 機 に 向 け て 送 信 す る 。
　 再 送 バ ッ フ ァ 55は 、 制 御 情 報 及 び デ ー タ に 誤 り が な け れ ば 、 再 送 合 成 部 51に よ る 再 送 合
成 結 果 を 保 存 し な い が 、 一 方 、 誤 り が 検 出 さ れ る と 、 再 送 合 成 結 果 を 保 存 す る 。
　 以 上 よ り 、 制 御 情 報 、 デ ー タ に 誤 り が 無 け れ ば 出 力 部 58は デ ー タ を 出 力 し 、 再 送 バ ッ フ
ァ 55は 再 送 合 成 結 果 を 保 存 し な い 。 ま た 、 制 御 情 報 生 成 部 54は 制 御 情 報 及 び デ ー タ に 誤 り
が 存 在 し な い 旨 の ACK信 号 を 送 信 機 に 送 信 す る 。 一 方 、 制 御 情 報 、 デ ー タ の い ず れ か に 誤
り が 存 在 す れ ば 、 出 力 部 58は デ ー タ を 出 力 せ ず 、 再 送 バ ッ フ ァ 55は 再 送 合 成 結 果 を 保 存 す
る 。 ま た 、 制 御 情 報 生 成 部 54は 制 御 情 報 及 び デ ー タ の 誤 り 検 出 結 果 を ACK/NACK信 号 で 送 信
機 に 通 知 す る 。
　 な お 、 図 ４ に お い て 図 示 し て い な い が 、 復 調 部 44や デ ー タ 復 号 部 56等 は ヘ ッ ダ 情 報 に 基
づ い て 現 在 、 受 信 機 が 図 2の (A),(B)い ず れ の フ レ ー ム を 受 信 し て い る か を 知 っ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 (c)再 送 フ レ ー ム を 受 信 し た と き の 動 作
　 以 上 は 、 図 2(A)に 示 す 新 規 フ レ ー ム を 受 信 し た 場 合 で あ る が 、 図 2(A)に 示 す 再 送 フ レ ー
ム を 受 信 す る 場 合 も 受 信 機 は 殆 ど 同 様 に 動 作 す る 。 異 な る 点 は 、
　 (1)再 送 バ ッ フ ァ 55に 前 回 受 信 し た フ レ ー ム あ る い は 前 回 の 再 送 合 成 結 果 が 格 納 さ れ て
い る 点 、
　 (2)再 送 合 成 部 51が 受 信 し た 再 送 フ レ ー ム の デ ー タ と 再 送 バ ッ フ ァ 55に 格 納 さ れ て い る
再 送 合 成 結 果 を 合 成 し て デ ー タ 復 号 部 56に 入 力 す る 点 、
　 (3)復 調 部 44が 制 御 情 報 バ ッ フ ァ 52に 保 存 さ れ て い る 変 調 方 式 に 応 じ た 復 号 方 式 に よ り
復 調 す る 点 、
　 (4)デ ー タ 復 号 部 56が 制 御 情 報 バ ッ フ ァ 52に 保 存 さ れ て い る 符 号 化 率 を 参 照 し て 復 号 す
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る 点 、 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 次 に 、 図 2(B)に 示 す 再 送 フ レ ー ム を 受 信 す る 場 合 に つ い て 説 明 す る 。
　 受 信 部 41は 送 信 機 よ り 送 信 さ れ た フ レ ー ム 信 号 を 受 信 ア ン テ ナ Rxを 介 し て 受 信 し 、 ベ ー
ス バ ン ド 周 波 数 に 変 換 し て 分 離 部 (DEMUX部 )42に 入 力 す る 。 DEMUX部 42は 、 受 信 フ レ ー ム 信
号 よ り パ イ ロ ッ ト PL、 ヘ ッ ダ HD、 制 御 情 報 (第 1制 御 情 報 と 挿 入 情 報 )CNT、 デ ー タ DTに 分 離
し て 順 次 各 部 に 入 力 す る 。
　 ま ず 、 チ ャ ネ ル 推 定 部 43は 、 取 り 出 さ れ た パ イ ロ ッ ト を 用 い て 伝 搬 路 特 性 (チ ャ ネ ル 特
性 )を 示 す チ ャ ネ ル 推 定 値 を 求 め 、 ヘ ッ ダ 復 調 部 45、 制 御 情 報 復 調 部 46お よ び チ ャ ネ ル 推
定 値 合 成 部 50に 入 力 す る 。
　 つ い で 、 復 調 部 45は 該 チ ャ ネ ル 推 定 値 に よ り 、 DEMUX部 42で 分 離 さ れ た ヘ ッ ダ 信 号 に チ
ャ ネ ル 補 償 を 施 す と 共 に 、 こ の チ ャ ネ ル 補 償 さ れ た ヘ ッ ダ 信 号 に 復 調 処 理 を 施 し 、 ヘ ッ ダ
復 号 部 ４ ７ は ヘ ッ ダ 情 報 (フ レ ー ム 識 別 情 報 FID、 挿 入 識 別 情 報 IID)を 復 号 し て チ ャ ネ ル 推
定 部 48と 制 御 情 報 復 号 部 49に 入 力 す る 。
　 復 調 部 46は チ ャ ネ ル 推 定 部 43で 算 出 し た チ ャ ネ ル 推 定 値 を 用 い て 、 DEMUX部 42で 分 離 さ
れ た 制 御 情 報 信 号 に チ ャ ネ ル 補 償 を 施 す と 共 に 、 こ の チ ャ ネ ル 補 償 さ れ た 制 御 情 報 信 号 に
復 調 処 理 を 施 し 、 復 調 結 果 を 制 御 情 報 復 号 部 49に 入 力 す る 。 制 御 情 報 復 号 部 49は 、 ヘ ッ ダ
情 報 に よ り 図 2(B)に 示 す フ レ ー ム を 受 信 し て い る こ と を 識 別 し 、 こ れ に よ り 、 制 御 情 報 と
し て 第 1制 御 情 報 CNTAの み が 入 力 さ れ 、 ま た 、 第 2制 御 情 報 CNTBの 代 わ り に 追 加 パ イ ロ ッ ト
PL′ が 挿 入 さ れ て い る こ と を 認 識 し 、 該 第 1の 制 御 情 報 CNTAを 線 L1に 出 力 し 、 追 加 パ イ ロ
ッ ト PL′ を チ ャ ネ ル 推 定 部 48に 入 力 し 、 ま た こ れ ら 情 報 を 誤 り 検 出 器 53に 入 力 す る 。 誤 り
検 出 部 53は CRCに 基 づ い て 制 御 情 報 CNTの 誤 り 検 出 を 行 い 、 そ の 誤 り 検 出 結 果 を 示 す ACK/NA
CK信 号 を 制 御 情 報 生 成 部 54に 入 力 す る 。 な お 、 制 御 情 報 バ ッ フ ァ 52は 、 線 L1に 出 力 さ れ た
第 1制 御 情 報 CNTAは 保 存 し な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 チ ャ ネ ル 推 定 部 48は ヘ ッ ダ 情 報 に よ り 追 加 パ イ ロ ッ ト が 挿 入 さ れ て い る こ と を 識 別 す る
か ら 、 制 御 情 報 複 号 部 49か ら 入 力 す る 該 追 加 パ イ ロ ッ ト PL′ に 基 づ い て チ ャ ネ ル 推 定 を 行
い 、 推 定 結 果 を チ ャ ネ ル 推 定 値 合 成 部 50に 入 力 す る 。 チ ャ ネ ル 推 定 値 合 成 部 50は チ ャ ネ ル
推 定 部 43で 推 定 さ れ た チ ャ ネ ル 推 定 値 と チ ャ ネ ル 推 定 部 48で 推 定 さ れ た チ ャ ネ ル 推 定 値 を
合 成 し て チ ャ ネ ル 推 定 値 を 算 出 し て デ ー タ 復 調 部 44に 入 力 す る 。
　 復 調 部 44は 、 チ ャ ネ ル 推 定 値 合 成 部 50か ら 出 力 す る チ ャ ネ ル 推 定 値 に よ り DEMUX部 42に
よ り 分 離 さ れ た デ ー タ 信 号 に チ ャ ネ ル 補 償 を 施 し 、 制 御 情 報 バ ッ フ ァ 52か ら 入 力 さ れ た 変
調 方 式 に 応 じ た 復 調 方 式 に よ り 復 調 す る 。 つ い で 、 再 送 合 成 部 51は 、 再 送 回 数 に 基 づ い て
復 調 デ ー タ と 再 送 バ ッ フ ァ 55に 保 存 さ れ て い る 同 一 パ ケ ッ ト 番 号 を 有 す る デ ー タ を 合 成 し
、 合 成 結 果 を デ ー タ 復 号 部 56に 入 力 す る 。
　 デ ー タ 復 号 部 56は 、 制 御 情 報 バ ッ フ ァ 52か ら 入 力 す る 符 号 化 率 と 制 御 情 報 復 号 部 49か ら
線 L1を 介 し て 入 力 す る パ ン ク チ ャ リ ン グ パ タ ー ン (PP)を 用 い て パ ン ク チ ャ ー ド 復 号 を 行 な
う と 共 に タ ー ボ 復 号 を 行 い 、 復 号 結 果 を 誤 り 検 出 部 57に 入 力 す る 。 誤 り 検 出 部 57は デ ー タ
に 含 ま れ る CRCを 用 い て 誤 り 検 出 処 理 を 行 い 、 誤 り 検 出 結 果 を 示 す ACK/NACK信 号 を 制 御 情
報 生 成 部 54に 入 力 す る 。 制 御 情 報 生 成 部 54は 、 制 御 情 報 CNTの 誤 り 検 出 結 果 を 示 す ACK/NAC
K信 号 と デ ー タ の 誤 り 検 出 結 果 を 示 す ACK/NACK信 号 を そ れ ぞ れ 送 信 部 59に 入 力 し 、 送 信 部 5
9は 該 ACK/NACK信 号 を 送 信 機 に 向 け て 送 信 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 再 送 バ ッ フ ァ 55は 、 制 御 情 報 お よ び デ ー タ に 誤 り が な け れ ば 、 再 送 合 成 部 51に よ る 再 送
合 成 結 果 を 保 存 し な い が 、 誤 り が 検 出 さ れ る と 、 再 送 合 成 結 果 を 保 存 す る 。
　 以 上 よ り 、 制 御 情 報 、 デ ー タ に 誤 り が 無 け れ ば 出 力 部 58は デ ー タ を 出 力 し 、 再 送 バ ッ フ
ァ 55は 再 送 合 成 結 果 を 保 存 し な い 。 ま た 、 制 御 情 報 生 成 部 54は 制 御 情 報 及 び デ ー タ に 誤 り
が 存 在 し な い 旨 の ACK信 号 を 送 信 機 に 送 信 す る 。 一 方 、 制 御 情 報 、 デ ー タ の い ず れ か に 誤
り が 存 在 す れ ば 、 出 力 部 58は デ ー タ を 出 力 せ ず 、 再 送 バ ッ フ ァ 55は 再 送 合 成 結 果 を 保 存 す
る 。 ま た 、 制 御 情 報 生 成 部 54は 制 御 情 報 及 び デ ー タ の 誤 り 検 出 結 果 を ACK/NACK信 号 で 送 信

10

20

30

40

50

(11) JP 2007-150810 A 2007.6.14



機 に 通 知 す る 。
　 第 1実 施 例 に よ れ ば 、 再 送 時 に 第 2制 御 情 報 の 空 き ス ペ ー ス に パ イ ロ ッ ト を 挿 入 す る 。 こ
の た め 受 信 機 で は 、 本 来 の パ イ ロ ッ ト に 加 え 挿 入 さ れ た パ イ ロ ッ ト 情 報 も 用 い て チ ャ ネ ル
推 定 値 を 求 め る こ と が 可 能 で あ る 。 よ っ て チ ャ ネ ル 推 定 精 度 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 （ C） 第 2実 施 例
　 図 5、 図 6は そ れ ぞ れ 挿 入 情 報 と し て 第 1制 御 情 報 CNTAを 送 信 す る 第 2実 施 例 の 送 信 機 、 受
信 機 の 構 成 図 で あ り 、 図 3、 図 4の 送 信 機 、 受 信 機 と 同 一 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し て い る 。
　 第 2実 施 例 の 送 信 機 (図 5)が 第 1実 施 例 の 送 信 機 (図 3)と 異 な る 点 は 、 (1)追 加 パ イ ロ ッ ト
生 成 部 23を 削 除 し た 点 、 (2)制 御 情 報 の 受 信 失 敗 に よ り 図 1(B)の フ レ ー ム を 再 送 す る 際 、
セ レ ク タ 26が 第 2の 制 御 情 報 CNTBを 選 択 せ ず 、 第 1の 制 御 情 報 CNTAを 選 択 す る 点 で あ る 。 す
な わ ち 、 第 2実 施 例 に お い て 、 送 信 機 は 図 1(B)の 挿 入 情 報 INIと し て 第 1の 制 御 情 報 CNTAを
送 信 す る 。 第 １ 制 御 情 報 CNTAの レ ペ テ ィ シ ョ ン の 方 法 と し て は 、 図 7(A)に 示 す よ う に 空 き
ス ペ ー ス の サ イ ズ だ け 、 第 1制 御 情 報 CNTAを 前 か ら 挿 入 す る 方 法 や 、 図 7(B)に 示 す よ う に
第 1制 御 情 報 CNTAを 間 引 い て 挿 入 す る 方 法 等 が 考 え ら れ る 。
　 第 2実 施 例 の 受 信 機 (図 6)が 第 1実 施 例 の 受 信 機 (図 4)と 異 な る 点 は 、 (1)チ ャ ネ ル 推 定 部 4
8、 チ ャ ネ ル 推 定 値 合 成 部 50を 削 除 し た 点 、 (2) 制 御 情 報 復 号 部 49の 代 わ り に 制 御 情 報 合
成 複 号 部 61を 設 け た 点 で あ る 。
　 制 御 情 報 合 成 複 号 部 61は 、 ヘ ッ ダ 情 報 に 基 づ い て 図 1（ B） に 示 す フ レ ー ム を 受 信 し た こ
と 、 並 び に 、 挿 入 情 報 と し て 第 1の 制 御 情 報 CNTAが 挿 入 さ れ て い る こ と を 識 別 し 、 復 調 部 4
6よ り 入 力 す る ２ つ の 第 1の 制 御 情 報 CNTAの 復 調 結 果 を 合 成 し 、 合 成 復 調 結 果 よ り 第 1制 御
情 報 を 復 号 し て 線 L1に 出 力 す る 。 ま た 、 制 御 情 報 合 成 複 号 部 61は 、 復 号 結 果 を 誤 り 検 出 器
53に 入 力 す る 。 他 の 動 作 は 第 1実 施 例 と 同 じ で あ る 。
　 第 2実 施 例 に よ れ ば 、 空 き ス ペ ー ス に 第 1制 御 情 報 CNTAを 挿 入 す る た め 、 受 信 機 に お い て
本 来 の 第 1制 御 情 報 の 復 調 信 号 に 該 挿 入 さ れ た 第 1制 御 情 報 の 復 調 信 号 を 合 成 し て 復 号 す る
こ と に よ り 合 成 ゲ イ ン を 得 る こ と が で き 、 第 1制 御 情 報 の 復 号 精 度 が 向 上 し 、 誤 り 率 特 性
の 低 減 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 (D)第 3実 施 例
　 図 8、 図 9は そ れ ぞ れ 挿 入 情 報 と し て デ ー タ の 一 部 を 送 信 す る 第 3実 施 例 の 送 信 機 、 受 信
機 の 構 成 図 で あ り 、 図 3、 図 4の 送 信 機 、 受 信 機 と 同 一 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し て い る 。
　 第 3実 施 例 の 送 信 機 (図 8)が 第 1実 施 例 の 送 信 機 (図 3)と 異 な る 点 は 、 (1)追 加 パ イ ロ ッ ト
生 成 部 23を 削 除 し た 点 、 (2)制 御 情 報 の 受 信 失 敗 に よ り 図 1(B)の フ レ ー ム を 再 送 す る 際 、
セ レ ク タ 26が 第 2の 制 御 情 報 CNTBを 選 択 せ ず 、 デ ー タ DTの 一 部 を 選 択 す る 点 で あ る 。 す な
わ ち 、 第 3実 施 例 に お い て 、 送 信 機 は 図 1の (B)の 挿 入 情 報 INIと し て デ ー タ DTの 一 部 を 送 信
す る 。 デ ー タ の レ ペ テ ィ シ ョ ン の 方 法 と し て は 、 図 10(A)に 示 す よ う に 空 き ス ペ ー ス の サ
イ ズ だ け 、 デ ー タ DTを 前 か ら 挿 入 す る 方 法 や 、 図 10(B)に 示 す よ う に デ ー タ DTを 間 引 い て
挿 入 す る 方 法 等 が 考 え ら れ る 。
　 第 3実 施 例 の 受 信 機 (図 9)が 第 1実 施 例 の 受 信 機 (図 4)と 異 な る 点 は 、 (1)チ ャ ネ ル 推 定 部 4
8、 チ ャ ネ ル 推 定 値 合 成 部 50を 削 除 し た 点 、 (2) デ ー タ 情 報 合 成 部 62を 設 け た 点 、 (3)復 調
部 46よ り 挿 入 さ れ た デ ー タ 復 調 信 号 を デ ー タ 情 報 合 成 部 62に 入 力 す る 点 で あ る 。
　 デ ー タ 情 報 合 成 部 62は 、 ヘ ッ ダ 情 報 に 基 づ い て 図 1（ B） に 示 す フ レ ー ム を 受 信 し た こ と
、 並 び に 、 挿 入 情 報 と し て デ ー タ 情 報 DT′ が 挿 入 さ れ て い る こ と を 識 別 し 、 復 調 部 44よ り
入 力 す る デ ー タ 復 調 信 号 と 復 調 部 46よ り 入 力 す る デ ー タ 復 調 信 号 を 合 成 し 、 合 成 復 調 信 号
を 再 送 合 成 部 51に 入 力 す る 。 他 の 動 作 は 第 1実 施 例 と 同 じ で あ る 。
　 第 3実 施 例 に よ れ ば 、 空 き ス ペ ー ス に デ ー タ を 挿 入 す る た め 、 受 信 機 に お い て 本 来 の デ
ー タ 復 調 信 号 に 該 挿 入 さ れ た デ ー タ 復 調 信 号 を 合 成 し て 復 号 す る こ と に よ り 合 成 ゲ イ ン を
得 る こ と が で き 、 デ ー タ の 復 号 精 度 が 向 上 し 、 誤 り 率 特 性 の 低 減 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 （ E） 第 4実 施 例
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　 図 11、 図 12は そ れ ぞ れ 挿 入 情 報 と し て 何 も 挿 入 し な い 第 4実 施 例 の 送 信 機 、 受 信 機 の 構
成 図 で あ り 、 図 3、 図 4の 送 信 機 、 受 信 機 と 同 一 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し て い る 。
　 第 4実 施 例 の 送 信 機 (図 11)が 第 1実 施 例 の 送 信 機 (図 3)と 異 な る 点 は 、 (1)追 加 パ イ ロ ッ ト
生 成 部 23を 削 除 し た 点 、 (2) 制 御 情 報 の 受 信 失 敗 に よ り 図 1(B)の フ レ ー ム を 再 送 す る 際 、
セ レ ク タ 26が 第 2の 制 御 情 報 CNTBを 選 択 せ ず 、 し か も 挿 入 情 報 と し て 何 も 挿 入 し な い 点 で
あ る 。
　 第 4実 施 例 の 受 信 機 (図 12)が 第 1実 施 例 の 受 信 機 (図 4)と 異 な る 点 は 、 (1)チ ャ ネ ル 推 定 部
48、 チ ャ ネ ル 推 定 値 合 成 部 50を 削 除 し た 点 、 (2)制 御 情 報 復 号 部 49が ヘ ッ ダ HDに 基 づ い て
図 1（ A） ,（ B） の い ず れ の フ レ ー ム を 受 信 し た か を 識 別 し 、 ま た 、 図 1(B)の フ レ ー ム を 受
信 し た と き 挿 入 情 報 と し て 何 も 挿 入 さ れ て い な い こ と を 識 別 し て 制 御 情 報 の 出 力 制 御 を 行
う 点 で あ る 。
　 第 4実 施 例 に よ れ ば 、 空 き ス ペ ー ス に 何 も 挿 入 し な い た め 、 そ の 分 の 送 信 電 力 を 低 減 し
、 他 セ ル へ の 干 渉 を 少 な く す る こ と が 可 能 と な る 。 ま た 後 述 す る が 、 制 御 情 報 と デ ー タ が
コ ー ド 多 重 さ れ て い る 場 合 に 特 に 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 （ F） 第 5実 施 例
　 以 上 の 実 施 例 で は パ イ ロ ッ ト 、 デ ー タ 、 制 御 情 報 、 ヘ ッ ダ を 時 分 割 多 重 し た 場 合 で あ る
が 、 周 波 数 多 重 、 あ る い は 、 時 分 割 /周 波 数 多 重 を 併 用 す る 場 合 に も 適 用 す る こ と が で き
る 。
　 図 13は 第 5実 施 例 の フ レ ー ム フ ォ ー マ ッ ト 説 明 図 で あ り 、 パ イ ロ ッ ト PLと そ の 他 の 情 報
（ デ ー タ 情 報 DT、 制 御 情 報 CNT、 ヘ ッ ダ HD） を 時 分 割 多 重 し 、 デ ー タ 情 報 DT、 制 御 情 報 CNT
、 ヘ ッ ダ HDを サ ブ キ ャ リ ア 方 向 に 周 波 数 多 重 し て い る 。
　 制 御 情 報 CNTに 割 り 当 て た サ ブ キ ャ リ ア 数 を m、 時 分 割 多 重 数 を nと す れ ば 、 m× nビ ッ ト
に よ り 制 御 情 報 が 特 定 さ れ る 。 ま た 、 第 1制 御 情 報 CNTA、 第 2制 御 情 報 CNTBに サ ブ キ ャ リ ア
を そ れ ぞ れ ｍ １ 、 m2個 割 り 当 て る と す れ ば 、 m1× nビ ッ ト に よ り 第 1制 御 情 報 CNTAが 特 定 さ
れ 、 m2× nビ ッ ト に よ り 第 2制 御 情 報 CNTBが 特 定 さ れ る 。 同 様 に デ ー タ DT、 ヘ ッ ダ HDに つ い
て も d， h個 の サ ブ キ ャ リ ア を 割 り 当 て る と す れ ば 、 d× nビ ッ ト に よ り 1フ レ ー ム 分 の デ ー
タ 情 報 が 特 定 さ れ 、 h× nビ ッ ト に よ り ヘ ッ ダ HDが 特 定 さ れ る 。
　 こ の フ レ ー ム フ ォ ー マ ッ ト は 、 OFDM方 式 の 無 線 通 信 シ ス テ ム に 本 発 明 を 適 用 す る 際 に 使
用 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 (1)新 規 フ レ ー ム 送 信 時 と 、 制 御 情 報 受 信 失 敗 に よ る 再
送 フ レ ー ム 送 信 時 に 、 図 13の フ レ ー ム フ ォ ー マ ッ ト で パ イ ロ ッ ト PL、 ヘ ッ ダ HD、 第 1、 第 2
制 御 情 報 CNTA,CNTB、 デ ー タ 情 報 DTを 全 て 送 信 す る 。 ま た 、 (2)制 御 情 報 受 信 成 功 で デ ー タ
情 報 受 信 失 敗 に よ る 再 送 フ レ ー ム 送 信 時 に 、 第 2制 御 情 報 CNTBに 代 え て 挿 入 情 報 INIを 送 信
す る 。 挿 入 情 報 INIは 、 パ イ ロ ッ ト あ る い は 第 １ 制 御 情 報 CNTAあ る い は デ ー タ の 一 部 で あ
り 、 ま た 、 何 も 挿 入 し な く て も よ い 。
　 図 14は OFDM方 式 の 送 信 機 に 使 用 す る MUX部 の 構 成 図 で あ り 、 IFFT(逆 高 速 フ ー リ エ 変 換 部
)7１ と GI挿 入 部 72で 構 成 さ れ て い る 。 IFFT部 71に は 、 最 初 に 時 分 割 多 重 さ れ た サ ブ キ ャ リ
ア 数 分 の パ イ ロ ッ ト PLが 並 列 に 入 力 し 、 つ い で 、 デ ー タ 情 報 、 ヘ ッ ダ 、 制 御 情 報 が 同 時 に
並 列 に 所 定 の 時 分 割 数 分 入 力 す る 。 IFFT部 71は 入 力 さ れ た 並 列 デ ー タ に 対 し て 逆 高 速 フ ー
リ エ 変 換 を 施 し 、 直 列 デ ー タ に し て 出 力 し 、 GI挿 入 部 72は ガ ー ド イ ン タ ー バ ル (GI)を 挿 入
し て 出 力 す る 。 図 14の MUX部 を 図 3,図 5、 図 8、 図 11の MUX部 15に 置 き 換 え る こ と に よ り OFDM
方 式 の 送 信 機 と す る こ と が で き る 。
　 図 15は OFDM方 式 の 受 信 機 に 使 用 す る DEMUX部 の 構 成 図 で あ り ,GI削 除 部 73と FFT部 (高 速 フ
ー リ エ 変 換 部 )74を 備 え て い る 。 GI削 除 部 73は 挿 入 さ れ て い る GIを 削 除 し 、 FFT部 74は 直 列
に 入 力 す る サ ン プ ル デ ー タ を サ ブ キ ャ リ ア 数 づ つ 並 列 に し て FFT処 理 を 施 し 、 最 初 に パ イ
ロ ッ ト の 並 列 デ ー タ を 出 力 し 、 つ い で 、 デ ー タ 情 報 、 ヘ ッ ダ 、 制 御 情 報 の 並 列 デ ー タ を 出
力 す る 。 図 15の DEMUX部 を 図 4の 第 1実 施 例 の DEMUX部 42に 置 き 換 え る こ と に よ り OFDM方 式 の
受 信 機 と す る こ と が で き る 。
　 第 5実 施 例 に よ れ ば 、 挿 入 情 報 INIと し て デ ー タ の 一 部 を 挿 入 す る も の と す れ ば 、 同 じ デ
ー タ に 対 し フ ェ ー ジ ン グ の 異 な る サ ブ キ ャ リ ア を 複 数 利 用 す る こ と が 可 能 と な り 、 周 波 数
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ダ イ バ ー シ チ 効 果 が 得 ら れ 、 第 1制 御 情 報 を 挿 入 す る 場 合 も 同 じ 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 （ G） 第 6実 施 例
　 第 1～ 第 4実 施 例 で は パ イ ロ ッ ト 、 デ ー タ 、 制 御 情 報 、 ヘ ッ ダ を 時 分 割 多 重 し た 場 合 で あ
る が 、 コ ー ド 多 重 す る 場 合 に も 適 用 す る こ と が で き る 。
 図 16は 第 6実 施 例 の フ レ ー ム フ ォ ー マ ッ ト 説 明 図 で あ り 、 パ イ ロ ッ ト 情 報 PL、 デ ー タ 情 報
DT、 制 御 情 報 CNT、 ヘ ッ ダ HDを コ ー ド 多 重 し て い る 。 制 御 情 報 CNTに 割 り 当 て た コ ー ド 数 を
m、 時 分 割 多 重 数 を nと す れ ば 、 m× nビ ッ ト に よ り 制 御 情 報 が 特 定 さ れ る 。 ま た 、 第 1制 御
情 報 CNTA、 第 2制 御 情 報 CNTBに コ ー ド を そ れ ぞ れ m1、 m2個 割 り 当 て る と す れ ば 、 m1× nビ ッ
ト に よ り 第 1制 御 情 報 CNTAが 特 定 さ れ 、 m2× nビ ッ ト に よ り 第 2制 御 情 報 CNTBが 特 定 さ れ る
。 同 様 に デ ー タ DT、 ヘ ッ ダ HD、 パ イ ロ ッ ト 情 報 PLも 特 定 さ れ る 。
　 こ の フ レ ー ム フ ォ ー マ ッ ト は 、 CDM無 線 通 信 シ ス テ ム に 本 発 明 を 適 用 す る 際 に 使 用 す る
こ と が で き る 。 す な わ ち 、 (1)新 規 フ レ ー ム 送 信 時 と 、 制 御 情 報 受 信 失 敗 に よ る 再 送 フ レ
ー ム 送 信 時 に 、 図 16の フ レ ー ム フ ォ ー マ ッ ト で パ イ ロ ッ ト PL、 ヘ ッ ダ HD、 第 1、 第 2制 御 情
報 CNTA,CNTB、 デ ー タ 情 報 DTを 全 て 送 信 す る 。 ま た 、 (2)デ ー タ 情 報 受 信 失 敗 （ 制 御 情 報 は
受 信 成 功 ） に よ る 再 送 フ レ ー ム 送 信 時 に 、 第 2制 御 情 報 CNTBに 代 え て 挿 入 情 報 INIを 送 信 す
る 。 挿 入 情 報 INIは 、 パ イ ロ ッ ト あ る い は 第 １ 制 御 情 報 CNTAあ る い は デ ー タ の 一 部 で あ り
、 ま た 、 何 も 挿 入 し な く て も よ い 。
　 図 1７ は CDM方 式 の 送 信 機 に 使 用 す る MUX部 の 構 成 図 で あ り 、 パ イ ロ ッ ト 情 報 PL, 制 御 情
報 CNT、 ヘ ッ ダ HD、 デ ー タ 情 報 DTを 夫 々 拡 散 変 調 す る 拡 散 変 調 部 81a～ 81d、 各 拡 散 変 調 部
の 出 力 を コ ー ド 多 重 す る コ ー ド 多 重 部 82、 コ ー ド 多 重 さ れ た 多 重 デ ー タ に 局 コ ー ド を 乗 算
し て ス ク ラ ン ブ ル す る ス ク ラ ン ブ ル 部 83を 備 え て い る 。 図 17の MUX部 を 図 3,図 5、 図 8、 図 1
1の MUX部 15に 置 き 換 え る こ と に よ り CDMA方 式 の 送 信 機 と す る こ と が で き る 。 な お 、 変 調 部
14は 拡 散 し な い も の と す る 。
　 図 18は CDM方 式 の 受 信 機 に 使 用 す る DEMUX部 の 構 成 図 で あ り 、 局 コ ー ド を 乗 算 し て デ ス ク
ラ ン ブ ル す る デ ス ク ラ ン ブ ル 部 84、 デ ス ク ラ ン ブ ル 結 果 を 分 岐 す る 分 岐 部 85、 分 岐 デ ー タ
に 逆 拡 散 コ ー ド を 乗 算 し て パ イ ロ ッ ト 情 報 PL, 制 御 情 報 CNT、 ヘ ッ ダ HD、 デ ー タ 情 報 DTを
復 調 す る 逆 拡 散 部 86a～ 86dを 備 え て い る 。 図 1８ の DEMUX部 を 図 4,図 6、 図 9、 図 12の DEMUX
部 42に 置 き 換 え る こ と に よ り CDM方 式 の 受 信 機 と す る こ と が で き る 。
　 第 6実 施 例 に よ れ ば 、 挿 入 情 報 INIと し て 何 も 送 信 し な け れ ば 、 再 送 時 に 符 号 多 重 数 を 減
ら す こ と が 可 能 と な り 、 フ レ ー ム 全 体 に お い て 、 信 号 電 力 を 低 減 す る こ と が で き る 。 ま た
、 デ ー タ の 一 部 あ る い は 第 1制 御 情 報 あ る い は パ イ ロ ッ ト 挿 入 す る も の と す れ ば 、 多 重 効
果 が 得 ら れ 、 受 信 精 度 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 以 上 、 第 1～ 第 6実 施 例 に よ れ ば 、 次 の よ う な 効 果 が 期 待 さ れ る 。
　 再 送 時 に 新 規 情 報 の 送 信 時 と 変 わ ら な い 情 報 を 送 る 必 要 が な く 、 空 い た ス ペ ー ス に パ イ
ロ ッ ト や 制 御 情 報 、 デ ー タ を 挿 入 可 能 と な る 。
　 挿 入 デ ー タ を パ イ ロ ッ ト に す れ ば 、 チ ャ ネ ル 推 定 精 度 の 向 上 が 期 待 で き る 。
　 挿 入 デ ー タ を 制 御 情 報 や デ ー タ と し た 場 合 、 誤 り 率 の 低 減 効 果 が 見 込 め 、 そ の 結 果 ス ル
ー プ ッ ト の 向 上 が 可 能 と な る 。
　 再 送 時 に 空 い た ス ペ ー ス に デ ー タ を 挿 入 し な い 場 合 、 送 信 電 力 を 削 減 可 能 で あ り 、 他 セ
ル へ の 干 渉 も 少 な く で き る 。 ま た CDMに 用 い た 場 合 、 デ ー タ を 挿 入 し な い こ と に よ り 、 再
送 時 に 符 号 多 重 数 を 減 ら し 、 信 号 電 力 の 低 減 が 可 能 で あ る 。
　 OFDMに 用 い た 場 合 、 再 送 時 に 空 い た ス ペ ー ス に レ ペ テ ィ シ ョ ン デ ー タ を 挿 入 す れ ば 、 周
波 数 ダ イ バ ー シ チ 効 果 が 見 込 め る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ・ 付 記
（ 付 記 １ ）
　 送 信 機 よ り デ ー タ と 該 デ ー タ の 受 信 処 理 に 必 要 な 制 御 情 報 を 含 む フ レ ー ム を 送 信 し 、 受
信 機 よ り 受 信 失 敗 通 知 が あ っ た と き 該 受 信 失 敗 し た フ レ ー ム を 再 送 す る 無 線 通 信 シ ス テ ム
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に お け る 再 送 制 御 方 法 に お い て 、
　 前 記 制 御 情 報 を 、 新 規 フ レ ー ム 送 信 時 と 再 送 フ レ ー ム 送 信 時 と で 異 な る 可 能 性 の あ る 第
1の 制 御 情 報 と 、 新 規 フ レ ー ム 送 信 時 と 再 送 フ レ ー ム 送 信 時 と で 同 一 の 第 2の 制 御 情 報 と に
分 類 し 、
　 制 御 情 報 及 び デ ー タ そ れ ぞ れ に つ い て 受 信 機 が 正 し く 受 信 し た か 否 か を 示 す 情 報 を 取 得
し 、
　 制 御 情 報 が 正 し く 受 信 さ れ て い る 場 合 に は 、 再 送 時 に 前 記 第 ２ の 制 御 情 報 を 送 信 し な い
よ う に 制 御 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 再 送 制 御 方 法 。
（ 付 記 ２ ）
　 前 記 制 御 情 報 が 正 し く 受 信 さ れ て い な け れ ば 、 再 送 時 に 前 記 第 1、 第 ２ の 制 御 情 報 を 送
信 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 付 記 １ 記 載 の 再 送 制 御 方 法 。
（ 付 記 ３ ）
　 前 記 フ レ ー ム に 、 第 2制 御 情 報 が 含 ま れ て い る か 否 か を 識 別 す る た め の 識 別 情 報 を 付 加
す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 付 記 １ 記 載 の 再 送 制 御 方 法 。
（ 付 記 ４ ）
　 前 記 第 2制 御 情 報 を 送 信 し な い こ と に よ り 生 じ る 空 き ス ペ ー ス に 、 パ イ ロ ッ ト あ る い は
前 記 第 1制 御 情 報 あ る い は 前 記 デ ー タ を 挿 入 し て こ れ ら を 重 複 し て 送 信 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 付 記 1又 は ３ 記 載 の 再 送 制 御 方 法 。
（ 付 記 ５ ）
　 前 記 フ レ ー ム を 受 信 す る 毎 に 、 制 御 情 報 及 び デ ー タ そ れ ぞ れ に つ い て 正 し く 受 信 し た か
チ ェ ッ ク し て チ ェ ッ ク 結 果 を 送 信 機 に 通 知 し 、
　 前 記 フ レ ー ム に 含 ま れ る 前 記 識 別 情 報 に 基 づ い て 第 2制 御 情 報 が フ レ ー ム に 含 ま れ て い
る か 識 別 し 、 含 ま れ て い る 場 合 に は 受 信 し た 第 1、 第 2制 御 情 報 に 基 づ い て デ ー タ の 受 信 制
御 を 行 う と 共 に 、 該 第 2制 御 情 報 を 保 存 し 、
　 前 記 フ レ ー ム に 第 2制 御 情 報 が 含 ま れ て い な け れ ば 受 信 し た 第 1制 御 情 報 と 保 存 し て あ る
第 2の 制 御 情 報 と に 基 づ い て デ ー タ の 受 信 制 御 を 行 う 、
　 こ と を 特 徴 と す る 付 記 ３ ま た は ４ 記 載 の 再 送 制 御 方 法 。
（ 付 記 ６ ）
　 前 記 デ ー タ フ レ ー ム に お い て 、 前 記 デ ー タ 、 前 記 制 御 情 報 及 び パ イ ロ ッ ト を 時 分 割 多 重
あ る い は 周 波 数 多 重 あ る い は コ ー ド 多 重 す る こ と を 特 徴 と す る 付 記 １ 乃 至 ４ 記 載 の 再 送 制
御 方 法 。
（ 付 記 ７ ）
　 デ ー タ と 該 デ ー タ の 受 信 処 理 に 必 要 な 制 御 情 報 を 含 む フ レ ー ム を 送 信 し 、 受 信 機 よ り 受
信 失 敗 通 知 が あ っ た と き 該 受 信 失 敗 し た フ レ ー ム を 再 送 す る 無 線 通 信 シ ス テ ム に お け る 送
信 機 に お い て 、
　 新 規 フ レ ー ム 送 信 時 と 再 送 フ レ ー ム 送 信 時 と で 異 な る 可 能 性 の あ る 第 1の 制 御 情 報 お よ
び 、 新 規 フ レ ー ム 送 信 時 と 再 送 フ レ ー ム 送 信 時 と で 同 一 の 第 2の 制 御 情 報 と を そ れ ぞ れ 発
生 す る 制 御 情 報 発 生 部 、
　 前 記 制 御 情 報 及 び デ ー タ そ れ ぞ れ に つ い て 受 信 機 が 正 し く 受 信 し た か 否 か を 示 す 情 報 を
取 得 し 、 制 御 情 報 が 正 し く 受 信 さ れ て い る 場 合 に は 、 再 送 時 に 前 記 第 ２ の 制 御 情 報 を 送 信
し な い よ う に 制 御 す る 制 御 部 、
　 前 記 デ ー タ と 前 記 制 御 情 報 を 多 重 し て な る フ レ ー ム を 送 信 す る 送 信 部 、
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 送 信 機 。
（ 付 記 ８ ）
　 第 2制 御 情 報 が 含 ま れ て い る か 否 か を 識 別 す る た め の 識 別 情 報 を 発 生 す る 識 別 情 報 発 生
部 を 備 え 、 前 記 送 信 部 は 該 識 別 情 報 お よ び 前 記 デ ー タ と 前 記 制 御 情 報 と を 多 重 し て な る フ
レ ー ム を 送 信 す る 、
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　 こ と を 特 徴 と す る 付 記 ７ 記 載 の 送 信 機 。
（ 付 記 ９ ）
　 前 記 第 2制 御 情 報 を 送 信 し な い こ と に よ り 生 じ る 空 き ス ペ ー ス に 、 パ イ ロ ッ ト あ る い は
前 記 第 1制 御 情 報 あ る い は 前 記 デ ー タ を 挿 入 す る 挿 入 部 、
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 付 記 7又 は ８ 記 載 の 送 信 機 。
（ 付 記 １ ０ ）
　 前 記 送 信 部 は 、 前 記 デ ー タ 、 前 記 制 御 情 報 及 び パ イ ロ ッ ト を 時 分 割 多 重 あ る い は 周 波 数
多 重 あ る い は コ ー ド 多 重 し て 送 信 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 付 記 ８ 記 載 の 送 信 機 。
（ 付 記 １ １ ）
　 送 信 機 と 受 信 機 を 備 え 、 該 送 信 機 よ り デ ー タ と 該 デ ー タ の 受 信 処 理 に 必 要 な 制 御 情 報 を
含 む フ レ ー ム を 受 信 機 へ 送 信 し 、 受 信 機 よ り 受 信 失 敗 通 知 が あ っ た と き 送 信 機 は 該 受 信 失
敗 し た フ レ ー ム を 再 送 す る 無 線 通 信 シ ス テ ム に お い て 、
　 送 信 機 は 、
　 新 規 フ レ ー ム 送 信 時 と 再 送 フ レ ー ム 送 信 時 と で 異 な る 可 能 性 の あ る 第 1の 制 御 情 報 お よ
び 、 新 規 フ レ ー ム 送 信 時 と 再 送 フ レ ー ム 送 信 時 と で 同 一 の 第 2の 制 御 情 報 と を そ れ ぞ れ 発
生 す る 制 御 情 報 発 生 部 、
　 前 記 制 御 情 報 及 び デ ー タ そ れ ぞ れ に つ い て 受 信 機 が 正 し く 受 信 し た か 否 か を 示 す 情 報 を
取 得 し 、 制 御 情 報 が 正 し く 受 信 さ れ て い る 場 合 に は 、 再 送 時 に 前 記 第 ２ の 制 御 情 報 を 送 信
し な い よ う に 制 御 す る 制 御 部 、
　 フ レ ー ム に 第 2制 御 情 報 が 含 ま れ て い る か 否 か を 識 別 す る た め の 識 別 情 報 を 発 生 す る 識
別 情 報 発 生 部
　 前 記 デ ー タ と 前 記 制 御 情 報 と 前 記 識 別 情 報 と を 多 重 し て な る フ レ ー ム を 送 信 す る 送 信 部
、
　 を 備 え 、 受 信 機 は 、
　 前 記 フ レ ー ム を 受 信 す る 受 信 部 、
　 該 フ レ ー ム を 受 信 す る 毎 に 、 制 御 情 報 及 び デ ー タ そ れ ぞ れ に つ い て 正 し く 受 信 し た か チ
ェ ッ ク し て チ ェ ッ ク 結 果 を 送 信 機 に 通 知 す る 正 常 受 信 チ ェ ッ ク 部 、
　 前 記 フ レ ー ム に 含 ま れ る 第 2制 御 情 報 を 保 存 す る 制 御 情 報 保 存 部 、
　 前 記 フ レ ー ム に 含 ま れ る 前 記 識 別 情 報 に 基 づ い て 第 2制 御 情 報 が 該 フ レ ー ム に 含 ま れ て
い る か 識 別 し 、 含 ま れ て い る 場 合 に は 受 信 し た 第 1、 第 2制 御 情 報 に 基 づ い て デ ー タ の 受 信
制 御 を 行 う と 共 に 、 該 第 2制 御 情 報 を 保 存 し 、 第 2制 御 情 報 が 前 記 フ レ ー ム に 含 ま れ て い な
け れ ば 受 信 し た 第 1制 御 情 報 と 保 存 し て あ る 第 2の 制 御 情 報 と に 基 づ い て デ ー タ の 受 信 制 御
を 行 う 受 信 制 御 部 、
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 無 線 通 信 シ ス テ ム 。
（ 付 記 １ ２ ）
　 前 記 送 信 部 は 、 前 記 第 2制 御 情 報 を 送 信 し な い こ と に よ り 生 じ る 空 き ス ペ ー ス に 、 パ イ
ロ ッ ト あ る い は 前 記 第 1制 御 情 報 あ る い は 前 記 デ ー タ を 挿 入 す る 挿 入 部 、
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 付 記 １ １ 記 載 の 無 線 通 信 シ ス テ ム 。
（ 付 記 １ ３ ）
　 前 記 送 信 部 は 、 前 記 デ ー タ 、 前 記 制 御 情 報 及 び パ イ ロ ッ ト を 時 分 割 多 重 あ る い は 周 波 数
多 重 あ る い は コ ー ド 多 重 し て 送 信 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 付 記 １ １ ま た は １ ２ 記 載 の 無 線 通 信 シ ス テ ム 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 図 １ 】 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 の 説 明 す る フ レ ー ム フ ォ ー マ ッ ト 説 明 図 で あ る
。
【 図 ２ 】 本 発 明 の フ レ ー ム フ ォ ー マ ッ ト 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 送 信 機 の 構 成 例 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 受 信 機 の 構 成 例 で あ る 。
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【 図 ５ 】 第 2実 施 例 の 送 信 機 で あ る 。
【 図 ６ 】 第 2実 施 例 の 受 信 機 で あ る 。
【 図 ７ 】 第 1制 御 情 報 CNTAの 挿 入 方 法 説 明 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 第 3実 施 例 の 送 信 機 で あ る 。
【 図 ９ 】 第 3実 施 例 の 受 信 機 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 デ ー タ の 挿 入 方 法 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 第 4実 施 例 の 送 信 機 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 第 4実 施 例 の 受 信 機 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 第 5実 施 例 の フ レ ー ム フ ォ ー マ ッ ト 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 OFDM方 式 の 送 信 機 に 使 用 す る MUX部 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 OFDM方 式 の 受 信 機 に 使 用 す る DEMUX部 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 第 6実 施 例 の フ レ ー ム フ ォ ー マ ッ ト 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 CDM方 式 の 送 信 機 に 使 用 す る MUX部 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 CDM方 式 の 受 信 機 に 使 用 す る DEMUX部 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 ARQ方 式 に よ る 再 送 の 様 子 を 示 す で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 パ ケ ッ ト 合 成 を 用 い た HARQ方 式 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 HARQ方 式 を 採 用 す る パ ケ ッ ト 伝 送 シ ス テ ム の 送 信 機 に お け る 信 号 変 調 部 の 構 成
図 で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 受 信 機 に お け る 信 号 復 調 部 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ ３ 】 信 号 変 調 部 の 信 号 変 調 例 で あ る 。
【 図 ２ ４ 】 信 号 復 調 部 の 信 号 復 調 の 例 で あ る 。
【 図 ２ ５ 】 HARQの 再 送 制 御 で 用 い る フ レ ー ム フ ォ ー マ ッ ト の 従 来 例 で あ る 。
【 図 ２ ６ 】 従 来 の フ レ ー ム 再 送 の 様 子 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
PL　 パ イ ロ ッ ト
HD　 ヘ ッ ダ
CNT  制 御 情 報
DT　 デ ー タ
CNTA　 第 1制 御 情 報
CNTB　 第 2制 御 情 報
INI  挿 入 情 報
FID  フ レ ー ム 識 別 情 報
IID  挿 入 識 別 情 報
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】
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【 図 ２ ３ 】 【 図 ２ ４ 】

【 図 ２ ５ 】

【 図 ２ ６ 】
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